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炊
事
日
誌
―
―
昭
和
六
年
度 

 

〔
表
紙
〕
第
十
六
期 

昭
和
六
年
一
月
二
十
一
日
起 

炊
事
日
誌 

山
形
県
自
治
講
習
所 

炊
事
当
番
、
日
誌
項
目
及
注
意 

一
、
火
の
用
心
、
食
堂
、
炊
事
場
の
清
潔
整
頓 

一
、
諸
器
物
を
丁
寧
に
使
用
し
、
使
用
後
は
一
定
の
置
場
に
正
し
く
置
く
事 

一
、
当
番
者
は
明
日
の
準
備
を
な
し
引
継
ぎ
を
な
す
べ
し 

一
、
当
番
者
は
昼
食
パ
ン
の
数
を
炊
事
主
任
ま
で
朝
食
后
報
告
す
べ
し 

一
、
当
番
者
は
米
、
麦
、
醤
油
、
其
の
他
炊
事
用
品
物
、
残
り
少
な
く
な
り
た
る
時
は
炊
事
主
任
に

申
出
ず
べ
し 

記
載
事
項
、
一
、
当
日
の
献
立
、
朝
昼
晩
、
品
物
、
数
量
、
口
数 

 

二
、
来
客
＝
本
所
と
の
関
係
、
氏
名 

 

三
、
料
理
法
、
其
の
他
注
意
す
べ
き
事
項
、
希
望
等 

 

四
、
日
誌
は
必
ず
当
日
記
載
し
炊
事
主
任
の
閲
覧
を
受
く
べ
し 

一
、
礼
拝
後
各
室
の
火
鉢
の
火
を
集
め
風
呂
に
入
れ
て
置
く
事
、
火
の
仕
末
を
注
意
し
厳
重
に
す
べ

し 一
、
炊
事
当
番
は
豚
に
給
餌
す
る
事
を
忘
る
べ
か
ら
ず
、
残
滓
は
出
来
る
丈
け
集
め
て
与
へ
よ
、
若

し
残
滓
な
き
時
又
は
少
な
き
時
は
、
麩
〔
麬
〕
、
米
糠
を
調
合
し
て
必
ず
給
水
す
べ
し
。 

 

〔
以
下
、
謄
写
版
刷
り
の
炊
事
日
誌
用
紙
に
記
入
し
て
あ
る
。
詳
細
は
写
真
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、

一
通
り
の
説
明
を
し
て
お
く
。
一
月
二
十
一
日
～
二
月
十
一
日
（
A
タ
イ
プ
）
上
部
に
横
書
き
で
「
火

の
用
心
」
、
月
日
と
曜
日
、
縦
書
き
で
の
記
入
用
に
上
下
二
段
に
分
け
、
上
段
は
献
立
、「
朝
（ 

人
）
」
、

「
昼
（ 

人
）
」
、
「
晩
（ 

人
）
」
。
朝
は
「
飯
米 

升 

合
、
麦 

升 

合
」
、
「
副
食
物
」
（
そ
れ
ぞ

れ
「
匁
」
）
、
「
香
物
」
、
昼
は
空
欄
、
晩
は
朝
と
全
く
同
じ
。
下
段
は
「
所
感
」
、
「
当
番
氏
名
」
三
人

分
、
「
来
客
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
二
月
十
二
日
～
四
月
十
一
日
は
若
干
様
式
が
変
わ
る
（
B
タ

イ
プ
）
。
四
月
十
二
日
以
降
は
B
タ
イ
プ
の
赤
イ
ン
ク
刷
り
で
あ
る
。
人
数
欄
と
大
部
分
の
日
付
は

算
用
数
字
、
そ
の
他
は
漢
数
字
を
使
用
し
て
い
る
。
以
下
は
、
表
形
式
に
整
え
る
こ
と
を
せ
ず
内
容

の
み
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
一
匁
は
三
・
七
五
ｇ
、
五
百
匁
な
ら
ば
一
・
八
七
五
㎏
、
一
貫
は
三
・

七
五
㎏
で
あ
る
。
句
読
点
を
適
宜
加
え
る
。
検
印
は
「
須
藤
」
。
横
書
き
の
欄
に
算
用
数
字
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
横
向
き
の
ま
ま
に
し
た
。
〕 
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一
月
廿
一
日
水
曜
日 

朝2
0

人
、
飯
米
四
升
、
麦
五
合
、
大
根
五
百
匁
、
南
瓜
若
干
、
も
や
し
豆
二
把
、
油
揚
三
枚
、
鰹
𨫝

一
箇
、
味
噌
参
百
匁
弱
、
大
根
漬
十
本 

昼5
8

人
、
ジ
ヤ
ム
パ
ン
五
拾
八
人
分 

晩5
8

人
、
飯
米
七
升
、
麦
参
升
、
味
噌
五
百
匁
、
牛
蒡
二
百
五
拾
匁
、
馬
鈴
薯
一
貫
、
葱
一
貫
、
肉

六
百
匁
、
大
根
若
干
、 

〔
晩
の
香
物
〕
大
根
漬
九
本
、
味
噌
五
匁
出
し
〔
味
噌
の
部
分
に
←
「
正
油
」
と
赤
ペ
ン
で
訂
正
〕 

所
感 

新
入
所
生
は
新
し
き
食
器
に
て
夕
飯
し
た
。
料
理
は
下
手
で
誠
に
済
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
然
し
各
自

は
今
迄
膳
の
上
に
て
箸
を
取
つ
て
居
つ
た
の
が
、
テ
ー
ブ
ル
で
然
も
団
体
に
て
同
じ
釜
の
飯
を
戴
い

た
事
に
際
し
て
、
各
自
は
其
処
に
新
し
き
何
等
か
の
喜
び
は
勿
論
と
し
て
有
る
希
望
を
持
た
せ
ら
れ

た
事
と
深
く
思
は
れ
ま
し
た
。
御
互
に
左
の
事
に
注
意
し
合
ひ
ま
せ
う
。 

一
、
第
一
に
火
之
用
心
を
守
り
ま
せ
う 

一
、
全
員
の
事
を
考
へ
て
日
誌
項
目
に
掲
げ
ら
れ
た
る
如
く
清
潔
を
重
じ
ま
せ
う 

当
番
、
佐
藤
三
郎
、
八
田
又
治
、
伊
藤
儀
一 

 

〔
以
下
、
月
日
、
曜
日
、
各
食
の
人
数
、
所
感
、
来
客
（
あ
る
場
合
）
、
当
番
の
み
記
す
。
〕 

1

月2
2

日
木
曜
日 

朝5
6

人
、
昼5

9

人
、
晩5

9

人 

所
感 

注
意 

一
、
炊
事
場
に
乱
り
に
入
る
事
を
遠
慮
し
て
下
さ
い 

一
、
御
飯
を
テ
ー
ブ
ル
の
上
下
に
落
し
た
時
は
自
分
で
始
末
を
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
と
思
ふ
。 以

上 

来
客 

所
長
（
パ
ン
一
食
、
夕
食
一
）
、
松
田
兄
（
パ
ン
一
）
、
佐
清
（
パ
ン
一
食
（
飯
）
二
食
）
、
高

□
兄
（
二
食
（
パ
ン
一
）
） 

当
番 

石
井
、
伊
藤
（
正
）
、
安
達
（
弥
） 

 1

月2
3

日
金
曜
日 

朝5
6

人
、
昼5

6

人
、
晩5

6

人 

所
感 

所
感
は
な
し
。 



2015-11 炊事日誌：昭和 6（1931）年 1 月 21 日～4 月 25 日  3 / 34 

 

 

来
客 

佐
藤
清
見
兄
（
三
食
） 

当
番 
石
井
説
雄
、
安
達
弥
之
輔
、
佐
藤
省
吾 

 1

月2
4

日
土
曜
日 
朝5

5

人
、
昼5

5

人
、
晩5

4

人 

所
感 

炊
事
場
の
不
仕
末
は
当
番
者
の
人
格
を
表
す
の
で
あ
る
か
ら
、
何
時
見
て
も
奇
麗
に
な
つ
て
居
る
様

に
す
る
事
。
又
残
飯
の
事
で
あ
る
が
、
朝
は
必
ず
豚
に
与
え
る
事
、
之
は
炊
事
当
番
に
あ
た
つ
た
人

の
責
任
で
有
る
。
忘
れ
無
い
様
に
す
る
事
。
今
夜
は
天
ぷ
ら
の
為
め
に
食
事
が
遅
れ
て
諸
兄
に
は
実

に
済
ま
な
か
つ
た
。
今
後
は
成
可
遅
れ
無
い
様
に
す
る
。 

当
番 

安
達
弥
之
輔
、
佐
藤
省
吾
、
前
田
忠
四
郎 

 1

月2
5

日
日
曜
日 

朝5
0

人
、
昼5

0

人
、
晩5

0

人 

所
感 

日
曜
日
に
て
余
り
忙
し
く
も
無
か
り
き
。
今
日
農
場
産
の
ラ
イ
麦
粉
に
て
初
め
て
パ
ン
製
造
せ
る
な

り
。
実
に
美
味
に
て
皆
な
感
心
し
て
食
べ
る
。
形
容
は
長
方
形
に
て
実
に
一
風
変
つ
た
パ
ン
な
り
き
。

朝
は
米
が
不
足
に
て
全
く
驚
い
た
。
起
き
る
と
早
速
米
屋
に
電
話
を
か
け
て
持
つ
て
来
て
戴
く
。
無

く
な
つ
た
場
合
は
早
速
事
務
室
に
知
ら
せ
た
い
。
午
后
八
時
頃
萩
野
の
高
橋
先
生
が
来
所
せ
り
。
昼

は
パ
ン
食
に
卵
に
て
佳
味
に
食
す
。 

当
番 

佐
藤
省
吾
、
前
田
忠
四
郎
、
吉
田
新
平 

 

〔
月
日
は
赤
色
〕1

月2
6

日
月
曜
日 

朝5
5

人
、
昼5

2

人
、
晩5

6

人 

所
感 

飯
台
の
上
を
「
ふ
く
」
雑
巾
を
別
に
し
て
「
ふ
い
」
て
戴
く
事
に
し
ま
せ
う
。 

〔
以
下
は
赤
色
で
〕
テ
ー
ブ
ル
上
を
ふ
く
雑
巾
は
別
に
し
て
あ
る
筈
。
注
意
、
月
日
記
入
の
事
。 

来
客 

高
橋
猪
一
先
生 

当
番 

前
田
忠
四
郎
、
吉
田
新
平
、
柏
倉
忠
右
エ
門 

 1

月2
7

日
火
曜
日 

朝5
5

人
、
昼5

4

人
、
晩5

4

人 

所
感 

今
日
は
初
め
て
ラ
イ
麦
パ
ン
に
ヂ
ヤ
ム
を
付
け
食
す
。
実
に
美
味
で
あ
つ
た
。 
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来
客 

〔
以
下
赤
色
〕
朝
食
高
橋
猪
一
先
生 

当
番 
吉
田
真
平
、
柏
倉
忠
右
エ
門
、
佐
藤
武
雄 

 1

月2
8

日
水
曜
日 
朝5

4

人
、
昼5

4

人
、
晩7

2

人 

所
感 

今
日
は
□
れ
つ
の
際
は
米
飯
で
□
□
馬
鈴
薯
で
あ
つ
た
が
、
□
□
町
の
生
青
〔
青
年
？
〕
団
の
か
ん

け
い
上
馬
鈴
薯
が
□
□
□
。 

当
番 

朝
倉
、
佐
藤
武
、
大
沼 

 

〔
月
日
は
赤
色
〕1

月2
7

日
木
曜
日
、
朝7

2

人
、
昼7

2

人
、
晩7

2

〔
？
〕
人 

所
感 

一
、
火
の
用
心 

二
、
炊
事
場
を
清
潔
に
し
ま
せ
う 

三
、
炊
事
当
番
の
外
は
み
た
り
に
炊
事
場
に
入
ら
ざ
る
様
に
御
願
ひ
致
し
ま
す
。 

来
客 

〔
赤
色
〕
川
村
君
夕
食 

当
番 

佐
藤
武
雄
、
大
沼
三
郎
、
押
野
登 

 1

月3
0

日
金
曜
日 

朝7
3

人
、
昼7

3

人
、
晩7

3

人 

所
感 

炊
事
当
番
初
メ
テ
デ
、
飯
ハ
カ
タ
ク
デ
キ
ル
時
モ
ア
レ
バ
ヤ
ハ
ラ
カ
ク
デ
キ
ル
時
モ
ア
リ
。
皆
様
ニ

対
シ
テ
済
マ
セ
ン
ト
思
ヒ
マ
シ
タ
。
助
手
様
方
エ
迷
惑
掛
ケ
ナ
ガ
ラ
一
日
送
リ
マ
シ
タ
。 

当
番 

押
野
登
、
大
沼
三
郎
、
長
谷
川
与
一 

 1

月3
1

日
土
曜
日 

朝7
3

人
、
昼7

4

人
、
晩4

4

人 

所
感 

昨
晩
礼
拝
を
し
て
か
ら
室
に
帰
る
と
週
番
を
や
つ
て
居
る
高
橋
榮
資
君
か
ら
「
明
日
か
ら
炊
事
を
頼

む
」
と
言
は
れ
た
時
、
私
は
「
と
う
と
う
来
る
可
き
時
は
来
た
」
と
心
中
大
い
に
勇
躍
し
ま
し
た
。

炊
事
当
番
は
所
員
五
十
余
名
の
生
命
継
続
せ
し
む
る
重
任
だ
か
ら
成
る
可
く
早
く
成
る
可
く
美
味
く

同
じ
物
を
食
べ
さ
せ
て
力
に
り
し
分
を
増
さ
せ
て
や
ら
う
等
と
大
層
な
心
を
抱
い
て
寝
ま
し
た
。
だ

が
い
よ
い
よ
や
つ
て
見
る
と
中
々
理
想
通
り
に
行
か
ず
聊
か
閉
口
の
体
で
し
た
。
で
も
一
日
の
炊
事



2015-11 炊事日誌：昭和 6（1931）年 1 月 21 日～4 月 25 日  5 / 34 

 

 

で
一
人
で
ど
う
や
ら
や
つ
て
行
け
る
様
に
な
つ
た
様
で
内
心
は
苦
ん
で
居
ま
す
。
炊
事
も
一
つ
の
修

養
で
し
た
。
私
は
さ
う
思
つ
て
居
ま
す
。 

当
番 

高
橋
岩
蔵
、
押
野
登
、
森
谷
権
之
助
、
長
谷
川
与
一 

 2

月1

日
日
曜
日 

朝4
4

人
、
昼4

0

人
、
晩4

8

人 

所
感 

僕
も
二
日
炊
事
を
し
ま
し
た
か
ら
た
い
へ
ん
要
領
が
わ
か
り
ま
し
た
。
何
を
す
る
に
も
肝
要
、
矢
張

炊
事
を
や
る
に
も
用
意
周
到
に
あ
は
て
な
い
に
限
り
ま
す
。
お
蔭
で
将
来
未
開
野
蛮
の
地
を
踏
査
探

検
又
は
開
墾
す
る
に
も
一
人
で
や
つ
て
行
け
ま
す
。
何
故
な
れ
ば
炊
事
が
出
来
る
か
ら
。
講
習
所
で

は
事
々
物
々
の
修
養
と
言
ふ
事
を
か
ゝ
げ
て
居
り
ま
す
が
、
炊
事
を
や
つ
て
も
大
い
に
資
す
る
所
、

他
山
の
石
と
な
す
べ
き
所
多
々
あ
り
ま
し
た
。
大
根
づ
け
等
も
武
道
の
精
神
を
徹
底
さ
し
た
つ
も
り

で
す
。
二
日
間
武
道
に
も
皇
国
運
動
に
も
出
る
事
が
出
来
な
か
つ
た
が
私
は
後
悔
し
ま
せ
ん
。
炊
事

で
そ
の
任
を
全
ふ
し
た
か
ら
で
す
。
少
な
く
と
も
私
は
さ
う
思
つ
て
居
り
ま
す
。 

当
番 

高
橋
岩
蔵
、
佐
藤
賢
三
、
奥
山
貞
夫 

 2

月2

日
月
曜
日 

朝5
5

人
、
昼5

5

人
、
晩5

6

人 

所
感 

一
、
炊
事
場
は
な
る
べ
く
清
潔
に
し
た
い
も
の
で
す
。 

二
、
炊
事
に
入
る
品
物
は
な
る
可
く
前
の
晩
か
ら
用
意
し
て
置
き
た
い
も
の
で
す
。 

〔
赤
色
で
「
行
進
曲
で
あ
る
我
等
の
真
心
事
で
あ
り
た
い
。
誠
心
の
反
省
で
も
あ
り
た
い
。
家
に
あ

り
て
炊
事
の
任
に
あ
た
ら
る
ゝ
母
姉
方
の
苦
労
を
反
省
す
る
と
共
に
其
の
分
担
に
邁
進
あ
り
た

い
。
」
〕 

◎
炊
事
行
進
曲
〔
赤
色
で
「
炊
事
当
番
者
の
真
心
事
」
「
（
高
橋
岩
男
君
作
）
」
「
そ
し
て
常
に
「
感
謝

し
て
粗
食
を
味
ふ
」
の
境
地
に
立
ち
て
頂
く
べ
き
だ
」
と
あ
る
。
〕 

第
二
の
ほ
う
で
炊
事
場
に 

向
へ
ば
母
の
事
思
ふ 

か
ま
ど
に
火
を
ば
た
き
つ
け
て 

野
菜
を
洗
ふ
そ
の
時
は 

故
山
の
姉
を
思
ひ
出
す 

三
日
の
任
も
と
げ
し
今 

夜
の
眠
り
も
ま
ど
か
な
り 

当
番 

高
橋
岩
蔵
、
奥
山
貞
夫
、
佐
藤
賢
三 

 

二
月
三
日
火
曜
日 

朝5
5

人
、
昼5

3

人
、
晩5

5

人 
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所
感 

今
年
新
ら
し
い
年
に
な
つ
て
初
め
の
炊
事
当
番
も
今
日
で
三
日
を
終
つ
た
が
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い

事
は
あ
つ
て
助
手
に
も
手
を
か
り
て
や
り
又
無
事
に
お
わ
た
事
は
助
手
大
兄
の
お
か
げ
と
思
ひ
ま
す
。 

当
番 

佐
藤
賢
三
、
奥
山
貞
夫
、
佐
藤
三
郎 

 2

月4

日
水
曜
日 

朝2
6

人
、
昼4

9

人
、
晩5

6

人 

所
感 

三
日
も
無
事
に
す
ま
し
た
の
は
前
日
の
通
り
な
り
。
そ
し
て
今
年
初
め
て
の
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
で
私
等

は
大
喜
び
だ
つ
た
。
大
掃
除
ノ
□
ト
テ
味
格
別
。
美
味
、
美
味
。
製
法
は
助
手
に
良
く
お
聞
き
下
さ

い
。
御
互
に
研
究
致
し
ま
せ
う
。 

当
番 

佐
藤
三
郎
、
布
施
権
三
郎
、
柏
倉
正
志 

 2

月5

日
木
曜
日 

朝5
3

人
、
昼5

3

人
、
晩8

0

人 

所
感
〔
空
欄
〕 

来
客 

平
康
ニ
殖
民
ス
ル
短
期
講
習
会
ア
リ
。 

当
番 

佐
藤
三
郎
、
布
施
権
三
郎
、
柏
倉
正
志 

 2

月6

日
金
曜
日 

朝
約8

0

人
、
昼
約7

9

人
、
晩
約7

9

人 

所
感 

平
康
に
殖
民
ス
ル
青
年
ノ
短
期
講
習
会
ア
リ
（
昨
日
ヨ
リ
）
。
朝
よ
り
雪
降
り
だ
。
寒
さ
も
加
つ
て
来

て
水
道
の
水
は
つ
め
た
か
つ
た
。 

（
何
の
事
だ
か
わ
か
ら
ん
）
最
初
の
献
立
と
し
て
は
良
好
で
あ
つ
た
。 

 

但
し
約
八
十
人
程
の
料
理
は
骨
が
折
れ
ま
す
。
夜
は
鱈
汁
に
舌
を
打
つ
。
以
上
ヲ
以
テ
所
感
ト
ス
。 

当
番 

柏
倉
正
志
、
布
施
権
三
郎
、
小
関
久
夫
、
渋
谷
吉
郎
、
黒
沼
四
郎
太 

 2

月7

日
土
曜
日 

朝8
0

人
、
昼8

0

人
、
晩7

9

人 

所
感 

炊
事
当
番
に
当
つ
て
煙
り
に
む
せ
び
常
に
何
の
心
配
も
な
く
食
し
て
ゐ
る
時
の
心
と
較
べ
て
こ
ん
な

困
難
が
と
も
な
つ
て
始
め
て
う
ま
い
御
馳
走
に
あ
り
つ
け
る
の
だ
と
云
ふ
体
験
を
得
た
。
朝
の
水
道

の
冷
さ
は
格
別
な
も
の
だ
つ
た
。
又
難
義
〔
儀
〕
し
て
始
め
て
何
ん
な
も
の
で
も
特
に
お
い
し
い
事
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が
解
つ
た
。 

当
番 
澁
谷
吉
郎
、
黒
沼
四
郎
太
、
伊
藤
安
男
、
遣
水
伊
右
エ
門
、
小
関
久
雄 

 2

月8

日
日
曜
日 
朝7

5

人
、
昼7

5

人
、
晩7

5

人 

所
感 

家
に
居
る
時
は
七
時
ま
で
も
ね
て
起
さ
れ
て
食
事
を
し
ま
す
か
ら
、
飯
に
小
言
を
言
ふ
事
が
あ
り
ま

し
た
が
、
自
分
が
実
際
炊
事
に
当
つ
て
見
れ
ば
、
朝
も
早
く
起
き
、
煙
り
に
む
せ
び
な
が
ら
、
又
冷

た
い
思
い
を
し
て
飯
の
出
る
の
を
持
〔
待
〕
ち
て
食
事
を
す
る
か
ら
腹
が
す
い
て
居
る
の
で
飯
を
食

す
る
の
が
美
味
で
あ
る
。
又
初
め
て
の
炊
事
で
あ
る
の
で
、
自
分
が
飯
を
出
し
た
る
後
は
、
や
は
り

家
の
人
も
難
義
で
あ
る
と
言
ふ
事
が
初
め
て
解
り
ま
し
た
。 

当
番 

小
関
久
雄
、
伊
藤
安
男
、
遣
水
伊
右
エ
門
、
菅
野
榮
五
郎
、
三
浦
貞
雄 

 2

月9

日
月
曜
日 

朝7
5

人
、
昼7

5

人
、
晩7

5

人 

所
感 

炊
事
当
番
に
あ
た
つ
て
煙
り
に
む
せ
な
が
ら
飯
を
た
き
な
が
ら
、
又
は
大
根
漬
を
あ
ら
ふ
時
は
実
に

修
養
に
な
り
ま
し
た
。
家
に
お
い
て
は
飯
を
食
べ
る
ば
か
り
で
あ
る
が
、
自
分
が
料
理
す
る
に
大
そ

う
難
儀
な
る
の
を
見
て
始
め
て
親
の
あ
り
が
た
さ
を
し
り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
当
番
の
本
領
を
つ
く

し
ま
し
た
。 

〔
以
下
、
長
岡
の
筆
〕
炊
事
当
番
の
本
領
を
君
は
つ
く
し
た
と
思
つ
て
居
る
が
僕
か
ら
見
る
と
未
だ

未
だ
や
る
べ
き
事
が
残
つ
て
居
る
。
君
の
将
来
の
た
め
私
よ
り
た
ゆ
ま
ざ
る
追
進
を
お
願
ひ
い
た
し

ま
す
。
長
岡
〔
長
岡
の
筆
は
こ
こ
ま
で
〕 

短
期
講
習
生
二
十
六
名
あ
り
。 

当
番 

結
城
傳
治
、
伊
藤
安
男
、
三
浦
定
男
、
菅
野
栄
五
郎
、
遣
水
伊
右
エ
門 

 2

月1
0

日
火
曜
日 

朝7
5

人
、
昼7

5

人
、
晩7

5

人 

所
感 

馴
れ
ぬ
僕
が
炊
事
当
番
に
あ
た
り
、
汁
釜
に
火
を
付
け
立
ち
昇
る
煙
に
む
せ
な
が
ら
、
長
岡
君
に
わ

か
ら
ぬ
点
、
種
々
御
聴
き
致
し
、
や
う
や
く
炊
事
事
務
を
は
た
し
た
事
出
来
、
僕
が
家
庭
に
於
て
何

等
炊
事
も
や
ら
ぬ
。
そ
う
し
て
毎
朝
呑
気
の
食
卓
に
は
只
今
僕
が
炊
事
当
番
に
際
し
、
大
根
葱
牛
蒡

数
々
の
食
糧
を
整
理
致
し
、
其
の
感
非
常
な
る
苦
し
み
を
要
す
る
事
を
自
覚
致
し
、
只
今
三
日
間
炊
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事
当
番
も
欠
点
な
く
修
了
致
し
た
事
は
全
く
長
岡
君
の
御
指
導
の
賜
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

来
客 
短
期
講
習
生
二
十
六
名 

当
番 

結
城
傳
治
、
清
野
清
三
郎
、
三
浦
貞
雄
、
神
林
武
男
、
菅
野
栄
五
郎 

 2

月1
1

日
水
曜
日 

朝7
8

人
、
昼1

3
0

人
、
晩9

5

人 

所
感 

馴
レ
ヌ
当
番
デ
実
ニ
心
配
デ
ア
ツ
タ
ガ
長
岡
助
手
殿
ノ
御
丁
寧
ナ
ル
御
指
導
ヲ
受
ケ
、
大
略
飯
菜
ノ

調
理
ヲ
修
得
シ
タ
。
朝
ノ
飯
ハ
釜
ニ
焼
付
、
実
ニ
困
ツ
タ
ガ
、
夕
飯
ハ
注
意
ノ
結
果
少
シ
モ
焼
付
マ

セ
ン
デ
シ
タ
。
次
ノ
当
番
ヨ
リ
助
手
ノ
指
導
受
ケ
ズ
ニ
出
来
ル
迄
勉
強
致
サ
ウ
ト
決
心
シ
タ
。 

短
期
生
二
十
六
名 

当
番 

清
野
清
三
郎
、
神
林
武
男
、
結
城
傳
治
、
武
田
正
、
和
田
栄
造 

 

弐
月
拾
弐
日
木
曜
日 

朝8
5

人
、
昼8

0

人
、
晩8

1

人 

所
感 

米
と
ぎ
、
水
加
減
、
火
の
た
き
方
、
総
べ
て
に
於
て
不
馴
れ
の
為
長
岡
君
よ
り
は
非
常
な
る
御
世
話

様
に
な
り
ま
し
た
。
之
で
各
当
番
を
一
通
り
や
り
ま
し
た
。
自
治
寮
生
活
も
廿
三
日
で
す
。
此
の
間

に
於
て
各
当
番
を
す
ま
し
、
夫
々
各
当
番
の
任
務
を
理
解
す
る
事
を
得
ま
し
た
。
此
経
験
は
実
に
貴

い
も
の
と
思
ひ
ま
す
。
次
回
よ
り
は
一
層
精
励
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
長
岡
君
並
に
各
寮
友
諸
君
に

厚
く
御
礼
を
申
述
べ
ま
す
。 

来
客 

朝
一
笑
会
先
輩
諸
氏
、
晩
高
橋
猪
一
先
生 

当
番 

武
田
正
、
和
田
榮
造
、
神
林
武
夫
、
金
沢
留
吉
、
清
野
清
三
郎 

 

二
月
拾
三
日
金
曜
日 

朝8
0

人
、
昼8
0

人
、
晩6

3

人 

所
感 

今
回
肇
て
の
事
と
て
何
も
知
ら
ず
総
て
不
馴
に
て
、
長
岡
さ
ん
や
須
藤
さ
ん
に
は
色
々
と
御
世
話
に

成
り
実
に
有
難
く
思
ひ
ま
し
た
。
次
回
よ
り
は
少
少
の
事
は
御
世
話
を
受
け
づ
に
出
来
様
と
思
つ
て

居
り
ま
す
。 

来
客 

一
笑
会
長
、
高
橋
先
生 

当
番 

神
林
武
男
、
武
田
正
、
森
谷
権
之
助
、
金
沢
留
吉
、
石
井
正
春 
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2
月1

4

日
土
曜
日 

朝5
7

人
、
昼4

8

人
、
晩4

4

人 

所
感 

米
と
ぎ
、
米
之
水
加
減
、
火
の
た
き
方
、
総
べ
て
に
於
て
手
馴
れ
い
な
い
為
、
茂
木
君
に
は
非
常
に

御
苦
労
を
か
け
全
く
御
世
話
様
に
相
成
り
ま
し
た
。
之
で
三
日
間
に
渡
り
当
番
を
一
通
り
や
り
ま
し

た
。
当
番
を
一
通
り
や
つ
た
の
で
は
な
く
寧
ろ
習
つ
た
。
自
治
寮
生
活
も
早
秘
の
飛
よ
り
も
早
く
廿

五
日
ヲ
過
ぎ
さ
り
ま
し
た
。
此
の
間
に
於
て
各
当
番
を
す
る
と
、
当
番
の
任
務
且
つ
責
任
は
重
大
な

事
を
始
て
わ
か
り
ま
し
た
。
又
理
解
す
る
事
を
得
ま
し
た
。
此
の
経
験
は
実
に
貴
い
物
と
想
つ
た
。

自
治
寮
生
活
の
炊
事
場
で
す
る
仕
事
と
飯
汁
等
は
昭
和
六
年
の
ス
ピ
ー
ト
〔
ド
〕・
モ
ダ
ン
用
利
と
名

付
ま
す
。
次
回
よ
り
は
一
層
精
励
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
茂
木
君
並
に
各
寮
友
諸
君
に
厚
く
御
礼
申

述
ま
す
。 

来
客 

高
橋
猪
一
先
生
、
工
藤
源
左
エ
門
君
、
外
短
期
生
四
名 

当
番 

金
澤
留
吉
、
森
谷
権
之
助
、
石
井
政
春 

 2

月1
5

日
日
曜
日 

朝5
4

人
、
昼5

0

人
、
晩5

2

人 

所
感 

馴
れ
ぬ
僕
が
三
日
間
の
炊
事
当
番
を
ど
う
や
ら
失
敗
な
く
終
へ
る
事
の
出
来
た
の
は
、
一
重
に
長
岡

君
や
茂
木
君
の
御
蔭
と
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
然
し
一
つ
遺
憾
と
す
る
所
は
、
僕
が
今
日
二
時
前

よ
り
部
屋
に
眠
つ
て
居
て
夕
食
の
炊
事
に
遅
刻
し
た
事
で
す
。
之
は
し
ま
つ
た
と
炊
事
場
に
行
つ
て

見
る
と
二
君
は
一
生
懸
命
に
仕
事
を
し
て
居
ら
れ
、
御
飯
も
炊
き
加
減
に
な
つ
て
居
り
ま
し
た
。
本

当
に
す
み
ま
せ
ん
。
今
後
は
尚
一
層
精
励
致
し
ま
す
か
ら
御
許
し
願
ひ
ま
す
。 

当
番 

森
谷
権
之
助
、
石
井
政
春
、
渡
辺
力 

 2

月1
6

日
月
曜
日 

朝5
1

人
、
昼5
1

人
、
晩5

1

人 

所
感 

何
し
ろ
五
十
幾
人
と
云
ふ
大
世
帯
で
あ
る
。
俺
達
の
家
庭
の
賄
と
は
桁
が
違
ふ
。
そ
れ
に
家
庭
で
は

何
時
も
お
客
様
然
と
し
て
母
や
妹
達
の
料
理
を
不
味
い
等
愚
痴
を
云
つ
て
き
た
。
自
分
で
や
つ
て
見

る
と
中
々
文
句
も
云
え
ぬ
も
の
だ
な
と
感
じ
た
。
米
磨
ぎ
の
冷
た
さ
、
炊
煙
の
煙
た
さ
に
も
確
か
に

教
は
る
所
が
多
い
。 

来
客 

夜
高
橋
猪
一
先
生 

当
番 

八
田
又
治
、
渡
辺
力
、
鈴
木
米
蔵 
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 2

月1
7

日
火
曜
日 

朝5
2

人
、
昼5

1

人
、
晩5

3

人 

所
感 

炊
事
に
は
一
向
知
ら
な
い
我
輩
は
炊
事
当
番
の
任
に
当
り
、
助
手
さ
ん
達
や
又
先
輩
の
人
々
に
は
非

常
に
御
難
儀
を
か
け
ま
し
た
の
は
深
く
感
謝
し
厚
く
御
礼
申
上
ま
す
。
炊
事
に
取
り
か
ゝ
ら
な
い
う

ち
は
何
く
れ
と
心
配
し
て
居
り
ま
し
た
が
、
さ
て
飯
た
き
等
を
や
つ
て
見
れ
ば
安
〔
案
〕
外
に
上
出

来
に
な
り
喜
び
ま
し
た
。
何
事
も
安
〔
案
〕
ず
る
よ
り
生
む
は
安
い
と
の
こ
と
で
す
。
次
回
よ
り
は

層
一
層
奮
発
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
。 

自
治
寮
生
諸
君
、
勇
猛
精
進
。 

〔
以
下
一
行
赤
色
〕
大
い
に
其
の
気
慨
を
徹
底
す
べ
く
第
一
戦
に
模
範
た
る
べ
し
。 

当
番 

八
田
又
治
、
鈴
木
米
造
、
渡
辺
力 

 2

月1
8

日
水
曜
日 

朝5
2

人
、
昼5

2

人
、
晩5

4

人 

所
感 

三
日
間
の
炊
事
も
今
日
は
い
よ
い
よ
除
隊
だ
。
今
朝
は
流
石
に
寒
い
。
昨
晩
の
不
用
意
か
ら
水
道
が

凍
り
つ
い
て
出
な
い
の
に
は
閉
口
し
た
。
晩
は
ラ
イ
ス
ア
ン
ド
カ
レ
ー
の
モ
ダ
ー
ン
料
理
、
全
寮
挙

げ
て
大
掃
除
、
俺
達
も
分
担
を
ま
も
つ
て
精
出
し
た
。
助
手
さ
ん
達
の
懇
切
な
る
御
指
導
を
感
謝
し

つ
ゝ
筆
を
擱
き
ま
す
。 

来
客 

須
藤
兄
帰
所
ス
。 

当
番 

八
田
又
治
、
鈴
木
米
蔵
、
樋
口
栄
一 

 2

月1
9

日
木
曜
日 

朝5
3

人
、
昼5

2

人
、
晩4

3

人 

所
感 

初
め
て
の
当
番
、
馴
れ
ぬ
炊
事
に
は
最
初
よ
り
心
配
で
自
分
で
は
出
来
る
か
し
ら
と
一
人
心
を
痛
め

て
居
ま
し
た
。
そ
れ
も
束
の
間
、
長
岡
・
茂
木
御
両
君
の
御
親
切
な
る
御
指
導
に
依
り
ま
し
て
大
過

な
く
務
め
得
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
厚
く
感
謝
致
し
ま
す
。 

最
初
な
れ
ば
心
に
感
じ
た
事
も
沢
山
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
食
事
を
戴
く
に
も
さ
ほ
ど
有
難
き
心
、
感

謝
の
念
と
云
ふ
事
は
僅
少
で
あ
り
ま
し
た
が
、
当
番
に
な
つ
て
、
あ
の
朝
の
米
磨
ぎ
の
煙
の
中
に
目

を
し
ば
た
ゝ
い
て
戴
く
時
、
真
当
に
感
謝
の
念
に
打
た
れ
ま
す
。
次
回
か
ら
は
一
層
此
の
責
務
の
重

大
な
る
を
感
じ
総
べ
て
の
事
に
注
意
し
て
、
良
り
よ
く
当
番
の
任
務
を
遂
行
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
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食
器
の
洗
浄
に
付
い
て
水
を
こ
ぼ
さ
な
い
様
に
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
お
互
ひ
に
迷
惑
で
あ
り
ま
す

か
ら
注
意
し
ま
せ
う
。 

当
番 

樋
口
榮
一
、
伊
藤
金
治
、
菅
原
光
胤 

 

二
月
二
十
日
金
曜
日 
朝5

3

人
、
昼5

2

人
、
晩5

2

人 

所
感 

私
は
初
め
て
馴
れ
ぬ
炊
事
当
番
に
当
り
ま
し
た
。
長
岡
茂
木
両
君
の
御
指
導
に
依
つ
て
何
事
と
無
く

務
め
た
事
が
出
来
ま
し
た
。
厚
く
感
謝
致
し
ま
す
。
私
は
今
迄
食
事
を
戴
く
時
に
は
炊
事
の
事
柄
等

は
さ
ほ
ど
有
難
く
思
は
な
か
つ
た
が
、
当
つ
て
見
る
と
あ
の
冷
た
い
朝
の
米
磨
ぎ
、
煙
の
中
に
目
を

こ
す
り
こ
す
り
出
来
上
つ
た
食
事
を
戴
く
時
は
云
ふ
に
言
は
れ
ぬ
真
当
の
感
謝
の
念
が
湧
て
来
ま
し

た
。
次
か
ら
は
一
層
総
べ
て
の
任
務
を
誠
心
誠
意
で
務
め
様
と
思
い
ま
す
。 

〔
以
下
赤
色
〕
今
か
ら
や
れ
！
〔
以
上
赤
色
〕 

当
番 

樋
口
栄
一
、
伊
藤
金
治
、
菅
原
光
胤 

 2

月2
1

日
土
曜
日 

朝5
4

人
、
昼5

3

人
、
晩1

8

人 

所
感 

十
九
日
以
来
三
日
間
炊
事
当
番
に
当
り
ま
し
た
。
私
は
初
め
て
で
本
当
に
心
配
で
し
た
が
、
親
切
な

る
失
敗
も
な
く
過
ぎ
た
事
を
心
か
ら
喜
び
ま
す
。
同
時
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
晩
二
十
人

余
り
の
飯
を
炊
く
と
良
い
の
に
四
十
人
分
の
飯
を
炊
い
て
本
当
に
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
后
気
を

付
け
ま
す
か
ら
御
許
を
願
い
ま
す
。 

〔
以
下
赤
色
〕
土
曜
日
か
ら
日
曜
日
の
当
番
者
は
帰
宅
者
の
有
無
を
認
め
る
為
め
黒
板
を
見
て
然
る

後
ち
適
当
に
熟
慮
し
て
御
飯
を
焚
く
べ
し
。
飯
を
粗
末
に
せ
ざ
る
事
。
〔
こ
こ
ま
で
赤
色
〕 

当
番 

高
橋
榮
資
、
伊
藤
金
治
、
菅
原
光
胤 

 2

月2
2

日
日
曜
日 

朝1
6

人
、
昼1

7

人
、
晩1

8

人 

所
感 

昨
日
か
ら
愈
々
炊
事
当
番
だ
つ
た
。
入
所
以
前
家
に
居
た
頃
は
炊
事
に
も
相
当
な
れ
て
居
つ
た
積
り

で
あ
つ
た
が
、
人
数
が
多
い
の
で
思
つ
た
様
に
は
ゆ
か
な
い
。
炊
事
場
の
煙
た
さ
に
閉
口
す
る
。
涙

が
ぽ
ろ
ぽ
ろ
だ
。
然
し
そ
こ
大
な
る
修
養
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
あ
の
煙
さ
へ
な
い
も
の
な
ら

炊
事
な
ん
て
中
々
愉
快
な
も
の
だ
。
最
初
の
日
な
ん
か
飯
を
焚
く
時
自
分
の
た
い
〔
た
〕
飯
の
様
に
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は
思
へ
な
い
位
で
あ
つ
た
。
本
日
は
日
曜
日
で
帰
宅
者
が
多
い
。
な
ん
と
か
帰
宅
者
人
数
を
知
り
得

る
方
法
は
な
き
も
の
か
。
食
卓
の
上
を
一
日
で
そ
れ
と
知
り
得
る
様
な
。 

〔
以
下
赤
色
〕
◎
其
れ
は
卓
上
（
自
分
）
に
不
在
ノ
由
明
記
し
て
置
く
に
限
る
。
〔
こ
こ
ま
で
赤
色
〕 

来
客 

高
橋
猪
一
先
生 

当
番 

高
橋
榮
資
、
佐
藤
健
二
、
武
田
立
男 

 

弐
月
弐
拾
参
日
月
曜
日 

朝4
8

人
、
昼
〔
空
欄
〕
人
、
晩7

0

人 

所
感 

今
日
で
炊
事
も
最
後
の
□
だ
。
生
木
で
の
焼
き
つ
け
に
は
常
（
何
時
）
も
閉
口
だ
。
家
で
は
松
葉
の

枯
れ
た
の
で
燃
き
つ
け
る
の
に
比
し
た
ら
中
々
も
え
つ
か
な
い
。
そ
れ
で
も
ど
う
か
こ
う
か
炊
事
当

番
も
終
へ
る
事
が
出
来
た
。
感
謝
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
す
べ
て
は
皆
様
の
お
蔭
に
依
る
も
の
だ
。 

〔
以
下
赤
色
〕
実
に
荘
内
、
彼
の
広
大
無
辺
な
る
海
、
遙
に
東
に
は
山
な
る
一
海
岸
に
住
む
清
き
海

家
の
生
活
が
思
い
や
ら
る
。
山
一
ぱ
い
の
松
葉
の
香
、
何
ん
と
云
ふ
限
り
な
き
神
聖
な
る
生
活
よ
…
…

高
橋
君
の
面
目
が
存
分
に
発
輝
し
て
あ
る
。
一
重
に
故
郷
を
偲
び
自
発
的
に
将
来
の
高
橋
君
を
祈
る
。

〔
こ
こ
ま
で
赤
色
〕 

来
客
〔
赤
色
〕
萩
野
移
住
者
十
七
名
、
高
橋
猪
一
先
生 

当
番 

佐
藤
健
二
、
高
橋
榮
資
、
武
田
立
男 

 2

月2
4

日
火
曜
日 

朝6
8

人
、
昼6

8

人
、
晩6

5

人 

所
感 

日
曜
日
か
ら
の
炊
事
も
今
日
で
終
り
だ
と
思
ひ
つ
つ
、
仕
事
に
取
り
係
つ
た
は
良
い
が
、
朝
か
ら
バ

ケ
ツ
の
底
が
取
れ
た
り
し
て
不
安
だ
つ
た
が
、
一
日
の
仕
事
も
無
事
に
終
え
た
。
此
れ
は
助
手
さ
ん

の
御
指
導
が
良
か
つ
た
か
ら
だ
。
感
謝
し
ま
す
。 

〔
以
下
赤
色
〕
馬
鹿
ニ
滑
稽
ナ
リ
。
バ
ケ
ツ
の
底
が
取
れ
た
り
さ
む
く
て
涙
が
出
た
り
炊
事
当
番
な

ら
で
は
知
り
得
ざ
る
味
ひ
得
ざ
る
困
難
が
あ
り
、
努
力
が
あ
る
。
其
れ
が
又
大
な
る
修
養
の
一
つ
だ
。

我
等
は
常
に
尊
い
体
験
と
な
る
。
当
番
者
は
食
べ
る
多
く
の
人
の
心
を
心
と
し
て
専
心
努
力
し
戴
く

人
は
炊
事
当
番
の
苦
労
努
力
を
思
ひ
感
謝
し
て
戴
き
た
い
。
〔
こ
こ
ま
で
赤
色
〕 

来
客 

高
橋
先
生
、
萩
野
移
住
者
十
七
名 

当
番 

佐
藤
健
二
、
武
田
立
男
、
石
山
正
蔵
、
渡
辺
茂 
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二
月
二
十
五
日
火
曜
日 

朝6
7

人
、
昼6

8

人
、
晩6

9

人 

所
感 

入
所
以
来
最
初
の
当
番
で
特
に
待
つ
た
る
炊
事
当
番
も
、
月
曜
日
夕
食
よ
り
当
番
に
取
り
か
ゝ
り
ま

し
た
。
最
初
は
何
を
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
か
つ
た
の
で
し
た
が
、
茂
木
君
の
御
指
導
に
よ
り
初

め
ま
し
た
。
今
日
は
朝
か
ら
冷
た
く
て
水
道
の
水
が
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
わ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
石
井
君
の
研
究
の
結
果
、
無
事
水
も
出
て
く
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
又
夜

る
の
カ
ツ
レ
ツ
の
料
理
は
初
め
て
見
ま
し
た
の
で
、
私
の
様
な
田
舎
者
が
た
ま
げ
て
見
て
お
り
ま
し

た
。
炊
事
も
無
事
私
が
終
り
ま
し
た
の
で
、
皆
様
御
指
導
を
厚
く
感
謝
致
し
ま
す
。
今
後
は
な
ほ
一

層
奮
闘
す
る
つ
も
り
で
す
。 

当
番 

石
井
説
雄
、
佐
藤
哲
夫
、
渡
辺
茂
、
石
山
正
蔵 

 2

月2
6

日
木
曜
日 

朝6
9

人
、
昼6

9

人
、
晩6

9

人 

所
感 

私
は
始
め
て
入
所
以
来
炊
事
致
し
ま
し
た
。
炊
事
と
云
ふ
炊
事
が
い
や
ら
し
い
感
ん
じ
が
胸
に
浮
ん

だ
け
れ
ど
頗
る
面
白
い
。
何
ん
だ
か
僕
の
焚
い
た
御
飯
を
皆
ん
な
に
食
べ
さ
せ
る
事
だ
と
思
ふ
と
愉

快
で
し
た
〔
横
に
赤
色
で
「
責
任
が
重
い
」
〕
。
そ
れ
も
皆
茂
木
君
の
御
指
導
に
依
り
重
い
責
任
を
完

う
致
し
た
事
は
厚
く
御
礼
申
し
ま
す
。
願
く
は
朝
夜
の
煙
に
巻
れ
て
涙
だ
が
落
ち
「
コ
ス
ク
リ
コ
ス

ク
リ
」
、
短
期
日
数
を
以
て
御
蔭
様
に
て
三
日
間
と
云
ふ
三
日
も
愉
快
に
終
り
、
其
の
三
日
間
の
事
を

顧
り
見
れ
ば
嬉
し
く
感
じ
ま
す
。 

〔
以
下
、
赤
色
で
「
此
の
炊
事
精
神
を
も
つ
と
日
常
生
活
に
応
用
し
て
戴
き
た
い
。
必
ず
成
功
す
る

を
認
め
る
。
」
〕 

来
客 

萩
野 

高
橋
先
生
、
萩
野
移
住
民
十
七
人 

当
番 

佐
藤
哲
夫
、
石
井
説
夫
、
斎
藤
好
七
、
渡
辺
茂 

 2

月2
7

日
金
曜
日 

朝6
8

人
、
昼6

8

人
、
晩6

8

人 

所
感 

一
、
炊
事
場
ニ
乱
レ
入
ル
様
デ
ア
ル
。
成
ル
ベ
ク
食
器
ハ
バ
ケ
ツ
ニ
テ
洗
ツ
テ
炊
事
場
ニ
入
ラ
ヌ
様

ニ
願
フ
。 

今
日
ハ
御
飯
ノ
方
ハ
馬
鹿
ニ
不
出
来
デ
誠
ニ
申
訳
ハ
御
座
イ
マ
セ
ン
デ
シ
タ
。
是
一
重
ニ
小
生
等
ノ

修
業
ノ
足
リ
無
イ
為
、
今
後
一
意
精
神
致
シ
マ
ス
カ
ラ
何
卒
容
謝
下
サ
イ
。
以
上 
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来
客 

高
橋
猪
一
先
生
、
外
講
習
生
十
七
名 

当
番 
石
井
説
雄
、
斎
藤
好
七
、
前
田
忠
四
郎
、
佐
藤
哲
夫 

 

二
月
二
拾
八
日
土
曜
日 

朝6
9

人
、
昼6

9

人
、
晩5

2

人 

所
感 

今
日
こ
そ
は
昨
日
の
不
出
来
〔
「
不
出
来
」
の
右
横
に
赤
色
で
「
メ
ツ
コ
」
〕
飯
を
一
掃
し
て
昨
日
の

分
を
良
く
炊
い
て
取
り
返
し
て
や
ろ
う
と
我
々
は
決
心
し
、
米
磨
ぎ
に
か
ゝ
つ
た
。
手
は
飛
び
抜
け

る
程
冷
め
た
い
。
然
し
僕
等
は
武
道
時
間
の
指
の
冷
た
さ
を
思
ひ
出
し
、
今
に
火
を
た
い
て
あ
た
る

べ
し
と
思
ひ
、
釜
戸
の
火
に
意
を
強
め
愈
々
火
を
炊
き
出
し
て
、
今
度
こ
そ
は
と
待
ち
に
待
ち
た
る

御
飯
を
炊
き
出
し
た
が
、
ま
だ
私
の
思
ひ
通
の
飯
で
は
な
か
つ
た
。
皆
は
こ
の
位
な
ら
上
等
の
方
で

せ
う
と
云
つ
て
居
る
。
其
処
で
私
は
考
へ
た
。
世
の
中
も
こ
れ
と
同
様
に
思
ひ
通
り
に
は
行
か
ぬ
も

の
な
り
。
う
む
、
こ
れ
で
今
日
は
充
分
と
し
や
う
と
又
仕
事
を
急
い
だ
。 

来
客 

高
橋
猪
一
先
生
、
外
講
習
生
十
七
名
（
昼
迄
） 

当
番 

前
田
忠
四
郎
、
吉
田
新
平
、
朝
倉
忠
右
衛
門
、
斎
藤
好
七 

 

３
月
１
日
日
曜
日 

朝4
8

人
、
昼4

0

人
、
晩4

7

人 

所
感 

今
日
は
萩
野
移
住
講
習
会
も
終
了
し
た
の
で
、
炊
事
も
或
る
方
面
か
ら
申
し
な
れ
ば
楽
に
な
つ
た
と

云
へ
様
か
。
三
日
間
の
前
田
兄
の
活
動
は
実
に
良
好
な
り
。
事
に
釜
洗
ひ
等
は
抜
軍
な
る
奮
闘
で
あ

る
。
何
時
も
此
の
精
神
に
て
事
に
当
る
べ
し
。
我
々
は
事
々
物
々
に
就
い
て
の
修
養
が
最
も
能
い
信

念
を
得
る
事
と
信
じ
て
ゐ
る
。
（
茂
木
） 

当
番 

前
田
忠
四
郎
、
朝
倉
忠
右
門
、
吉
田
新
平 

 

３
月
２
日
月
曜
日 

朝4
8

人
、
昼4

6

人
、
晩5

2

人 

所
感 

今
夜
ハ
我
等
ノ
焚
キ
タ
ル
飯
ヲ
所
長
先
生
ト
赤
間
先
生
ニ
食
テ
戴
ク
。
我
等
モ
愉
快
ニ
食
ス
ル
。
余

モ
本
日
ニ
テ
第
二
回
目
ノ
炊
事
モ
終
ル
。 

来
客 

夕
食
所
長
先
生
、
赤
間
先
生 

当
番 

武
田
正
、
朝
倉
忠
右
門
、
吉
田
眞
平 
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３
月
３
日
火
曜
日 

朝4
8

人
、
昼4

8

人
、
晩4

9

人 

所
感 

朝
五
時
二
十
分
頃
よ
り
炊
事
に
か
か
り
、
六
時
半
頃
は
飯
は
出
来
、
武
道
も
終
り
近
く
成
つ
た
時
、

工
業
学
校
寄
宿
舎
の
鐘
が
鳴
つ
た
。
今
日
は
負
け
た
な
と
思
つ
た
ら
、
そ
れ
は
ま
だ
ま
だ
起
床
の
鐘

で
あ
つ
た
。
彼
等
は
今
頃
の
起
床
で
は
尊
き
一
日
を
全
部
終
ら
す
事
が
出
来
よ
う
か
と
思
つ
た
き
り

で
あ
つ
た
。 

〔
以
下
赤
色
〕
下
ら
ん
工
業
学
校
寄
宿
舎
の
感
想
等
記
す
べ
き
に
あ
ら
ず
。
も
つ
と
意
義
有
る
所
感

を
述
ぶ
べ
し
。
〔
こ
こ
ま
で
赤
色
〕 

来
客 

な
し 

当
番 

佐
藤
肖
吾
、
長
谷
川
与
一
、
武
田
正 

 

３
月
４
日
水
曜
日 

朝4
8

人
、
昼4

8

人
、
晩4

8

人 

所
感 

炊
事
当
番
も
二
回
目
だ
。
第
一
回
目
は
何
を
し
た
ら
良
い
か
さ
つ
ぱ
り
分
け
が
解
ら
な
く
、
又
め
つ

こ
飯
を
焚
く
か
と
随
分
心
配
し
た
が
、
も
う
漸
く
飯
焚
き
も
自
信
が
付
い
て
来
た
。
今
日
も
予
定
の

任
務
を
終
へ
て
鐘
を
鳴
ら
し
と
一
同
笑
顔
で
食
堂
に
向
つ
て
来
る
有
様
、
自
分
は
実
に
愉
快
だ
つ
た
。 

献
立
表
の
醤
油
が
正
油
と
書
い
て
居
る
様
で
す
が
、
こ
れ
で
も
良
い
の
で
す
か
。 

〔
以
下
赤
色
で
〕
醤
油
が
正
し
い
。
こ
う
字
を
書
く
べ
き
で
あ
る
。
〔
こ
こ
ま
で
赤
色
〕 

来
客 

な
し 

当
番 

武
田
正
、
長
谷
川
与
一
、
佐
藤
省
吾 

 

３
月
５
日 

朝
五
十
三
人
、
昼
五
十
一
人
、
晩
五
十
一
人 

所
感 

私
は
入
所
以
来
炊
事
当
番
二
回
目
で
す
。
此
の
前
の
炊
事
当
番
の
時
ハ
無
〔
夢
〕
中
で
三
日
間
を
暮

し
た
と
思
ふ
と
な
ん
と
な
く
な
さ
け
な
い
気
が
致
し
ま
す
。
今
度
の
炊
事
こ
そ
米
を
と
い
で
か
ま
に

入
れ
て
見
た
米
の
水
を
入
る
の
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
茂
木
君
よ
り
又
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
朝

晩
寮
歌
を
歌
ひ
元
気
よ
く
三
日
間
の
炊
事
を
や
り
ま
し
た
。 

〔
以
下
は
赤
色
で
〕
僕
ノ
足
ラ
ヌ
点
ヲ
厚
ク
御
詫
ビ
申
上
ゲ
ル
。
〔
こ
こ
ま
で
赤
色
〕 

来
客 

自
治
講
習
所
卒
業
生
二
人
（
朝
） 

当
番 

佐
藤
省
吾
、
長
谷
川
与
一
、
伊
藤
正
憲 
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三
月
六
日
金
曜
日 

朝
五
十
一
人
、
昼
五
十
一
人
、
晩
五
十
一
人 

所
感 

僕
は
炊
事
四
日
目
で
す
。
一
日
犠
牲
に
な
つ
て
炊
事
を
し
ま
し
た
。
炊
事
当
番
四
日
間
位
す
る
と
大

体
が
わ
か
り
ま
す
。〔
以
下
赤
色
〕
犠
牲
に
非
ず
、
当
然
な
す
べ
き
□
事
を
為
終
へ
た
る
の
み
〔
赤
色

終
了
〕
。
炊
事
当
番
は
伊
藤
正
憲
君
、
大
沼
三
郎
君
い
づ
れ
も
元
気
の
よ
い
者
ば
か
り
で
疲
れ
る
の
も

は
す
れ
て
元
気
で
四
日
間
を
暮
し
ま
し
た
。〔
以
下
赤
色
〕
炊
事
も
武
道
も
掃
除
も
根
本
に
於
何
等
異

る
事
な
し
。
天
晴
れ
の
意
気
こ
そ
肝
要
な
れ
。
〔
こ
こ
ま
で
赤
色
〕 

来
客 

な
し 

当
番 

長
谷
川
與
一
、
伊
藤
正
憲
、
大
沼
三
郎 

 

三
月
七
日
土
曜
日 

朝5
1

人
、
昼5

1

人
、
晩4

9

人 

所
感 

諸
君
、
自
分
ノ
シ
ョ
ツ
キ
ハ
綺
麗
ニ
シ
テ
オ
ク
事 

〔
以
下
は
赤
色
で
〕
字
を
も
つ
と
丁
寧
に
か
け
。
薪
ヲ
余
リ
沢
山
釜
ニ
入
レ
ル
ト
火
ト
見
エ
テ
モ
実

ハ
煙
デ
ア
ル
ノ
デ
御
飯
ハ
メ
ツ
コ
飯
ト
来
ル
ノ
デ
ア
ル
。
〔
こ
こ
ま
で
赤
色
〕 

来
客 

な
し 

当
番 

大
沼
三
郎
、
和
田
栄
造
、
伊
藤
正
憲 

 

三
月
八
日
日
曜
日 

朝4
9

人
、
昼3

8

人
、
晩4

9

人 

所
感 

第
二
回
目
炊
事
当
番
ニ
当
リ
マ
シ
テ
自
分
心
カ
ラ
面
白
ク
炊
事
ヲ
送
ラ
ウ
ト
思
イ
マ
ス
ガ
、
中
ニ
一

人
デ
モ
面
白
カ
ラ
ン
人
ハ
居
マ
ス
ト
面
白
イ
一
日
ハ
送
ラ
レ
マ
セ
ン
。
古
語
ニ
云
フ
ゴ
ト
ク
朱
ニ
交

レ
バ
赤
ク
ナ
ル
ト
ハ
良
ク
云
ウ
タ
モ
ノ
ナ
リ
。
二
回
目
ダ
カ
ラ
米
ト
ギ
火
タ
キ
漬
物
切
リ
モ
大
分
良

ク
ナ
ツ
タ
ト
思
イ
ナ
ガ
ラ
三
日
ヲ
送
リ
マ
シ
タ
。
以
上 

〔
以
下
赤
色
で
〕
大
沼
君
ノ
大
根
切
リ
ハ
実
ニ
見
〔
目
〕
覚
シ
イ
。
沢
庵
切
リ
博
士
ト
云
フ
テ
モ
悪

ク
ナ
イ
。
今
夕
和
田
君
ハ
四
時
過
ギ
帰
ツ
テ
来
ル
。
全
ク
手
ニ
オ
エ
ン
。
宜
敷
ク
自
重
ス
ベ
キ
デ
ア

ル
。
〔
こ
こ
ま
で
赤
色
〕 

来
客 

な
し 

当
番 

和
田
栄
造
、
黒
沼
四
郎
太
、
大
沼
三
郎 
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三
月
九
日
月
曜
日 

朝4
9

人
、
昼3

7

人
、
晩4

9

人 

所
感 

炊
事
は
出
来
る
だ
け
一
生
懸
命
に
や
る
つ
も
り
で
す
。
第
一
火
の
要
心
の
注
意
、
第
二
清
潔
、
第
三

食
器
を
充
分
に
洗
ひ
ま
せ
う
。 

〔
以
下
赤
色
〕
未
だ
未
だ
心
算
〔
ツ
モ
リ
と
ル
ビ
あ
り
〕
で
は
到
底
駄
目
だ
。
気
分
を
冷
静
に
し
て

考
へ
る
必
要
を
認
め
る
。
其
し
て
与
へ
ら
れ
た
分
担
に
黙
々
と
し
て
実
行
す
べ
き
が
自
治
寮
生
活
の

本
旨
で
あ
り
、
自
己
修
業
が
第
一
で
あ
る
。
〔
こ
こ
ま
で
赤
色
〕 

来
客 

な
し 

当
番 

和
田
栄
造
、
黒
沼
四
郎
太
、
安
達
弥
之
助 

 

三
月
十
日
火
曜
日 

朝5
0

人
、
昼4

9

人
、
晩5

0

人 

所
感 

炊
事
当
番
も
漸
く
慣
れ
て
来
た
。
今
日
の
晩
に
旧
県
会
議
事
堂
で
陸
軍
記
念
日
を
祝
ふ
べ
き
為
に
成

る
活
動
写
真
が
あ
つ
た
。
吾
等
一
同
も
見
に
行
つ
て
も
よ
ろ
し
い
と
云
ふ
事
に
成
つ
た
の
で
臨
事

〔
時
〕
に
炊
事
の
方
ハ
三
人
を
応
援
し
て
急
ぎ
五
時
迄
に
出
す
。
又
明
日
の
カ
ツ
レ
ツ
の
準
備
と
て

六
貫
目
の
馬
鈴
薯
の
皮
を
剥
く
。
笊
の
縁
が
取
れ
る
（
一
ヶ
）
。
パ
ン
の
食
ひ
残
す
を
入
れ
て
置
く
篭

が
一
杯
に
成
り
ま
し
た
が
何
と
致
し
ま
せ
う
か
。 

来
客 

な
し 

当
番 

長
谷
川
與
一
（
臨
時
）
、
黒
沼
四
郎
太
、
安
達
弥
之
助
、
奥
山
貞
夫
、
伊
藤
安
男
（
臨
）
、
菅

野
栄
五
郎
（
臨
） 

 

三
月
十
一
日
水
曜
日 

朝5
0

人
、
昼4
8

人
、
晩5

0

人 

所
感 

炊
事
当
番
以
外
は
炊
事
場
に
立
寄
る
事
を
禁
ず
。
事
に
朝
の
掃
除
終
へ
る
と
で
あ
る
。
皆
水
で
掃
除

を
す
る
の
で
あ
る
か
ら
人
が
冷
め
た
い
事
は
無
い
訳
で
す
。
自
己
の
修
養
と
思
つ
て
す
る
と
そ
う
冷

め
た
く
も
無
い
事
と
思
ふ
。
炊
事
当
番
に
あ
た
つ
た
人
で
上
草
履
を
は
き
て
土
間
に
降
り
ぬ
事
、
特

に
気
を
付
け
る
事
。
病
気
の
人
で
部
屋
に
食
器
を
持
参
し
た
ら
同
室
の
人
に
頼
ん
で
食
道
に
返
し
置

く
事
。
何
時
も
炊
事
場
を
清
潔
に
し
て
置
く
事
。 

来
客 

な
し 
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当
番
者
氏
名 

安
達
弥
之
輔
、
奥
山
貞
夫
、
押
野
登 

 

三
月
十
二
日
木
曜
日 

朝4
9

人
、
昼4

6

人
、
盤5

0

人 

所
感 

今
日
は
吾
等
炊
事
当
番
に
当
り
て
皆
ん
な
に
実
に
御
気
の
毒
を
致
し
真
に
済
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
夕

飯
は
め
つ
こ
飯
で
本
当
に
済
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
日
は
大
掃
除
で
炊
事
場
を
清
潔
に
し
て
も
ら
ひ

夕
飯
は
本
当
で
な
か
つ
た
が
実
に
お
い
し
か
つ
た
。
今
后
は
注
意
し
て
炊
事
に
努
力
致
し
ま
す
。
夕

飯
は
沢
庵
が
な
く
な
つ
て
明
日
は
何
を
し
よ
う
か
。 

〔
以
下
赤
色
〕
少
々
水
不
足
と
火
の
た
き
方
が
い
け
な
い
様
だ
。
〔
以
上
赤
色
〕 

来
客 

高
橋
猪
一
先
生
夕
飯 

当
番 

奥
山
貞
夫
、
押
野
登
、
伊
藤
安
男 

 

三
月
十
三
日
金
曜
日 

朝
四
九
人
、
昼
四
六
人
、
晩
四
九
人 

所
感 

第
一
回
目
も
満
足
を
与
へ
ず
、
又
第
２
回
と
決
心
し
て
居
つ
た
が
又
二
回
目
も
や
つ
て
見
る
と
皆
さ

ん
に
不
満
足
を
与
へ
て
済
み
ま
せ
ん
。
今
度
よ
り
は
真
剣
に
か
か
つ
て
満
足
与
へ
様
と
深
く
決
心
し

ま
し
た
。 

〔
以
下
鉛
筆
〕
晩
の
御
飯
は
非
常
に
能
く
出
来
ま
し
た
。
此
れ
も
研
究
の
宜
敷
を
得
、
真
剣
味
の
表

現
で
あ
る
。
然
し
未
だ
研
究
の
余
地
あ
り
。 

来
客 

な
し 

当
番 

押
野
登
、
伊
藤
安
男
、
遣
水
伊
右
エ
門 

 

二
〔
３
〕
月1

4

日
土
曜
日 

朝4
9

人
、
昼4

8

人
、
晩4

8

人 

所
感 

朝
寝
坊
の
私
、
今
日
も
起
床
の
太
鼓
に
起
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
禊
を
行
ひ
、
稍
天
晴
な
る
気
分
に

て
炊
事
に
取
掛
り
ま
し
た
。
手
馴
れ
ぬ
事
で
炊
事
同
志
の
御
世
話
を
し
て
戴
き
ま
し
て
、
此
々
に
大

過
な
く
三
日
間
の
当
番
の
任
務
を
終
へ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
而
し
な
が
ら
此
こ
に
顧
り
見
れ
ば
メ

ツ
コ
飯
を
差
上
け
た
事
も
あ
る
、
又
は
御
汁
の
不
出
来
な
の
も
差
上
け
た
事
も
あ
る
。
実
に
申
分
け

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
充
分
に
気
を
付
け
、
尚
一
層
努
力
し
て
追
進
に
追
進
を
重
ね
、
皆
さ
ん
の
御

満
足
す
る
様
務
め
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。 
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来
客 

な
し 

当
番 
伊
藤
安
男
、
小
関
久
雄
、
遣
水
伊
右
エ
門 

 

２
〔
３
〕
月1

0
日
日
曜
日 

朝4
6

人
、
昼4

7

人
、
晩4

8

人 

所
感 

朝
寝
坊
の
僕
は
太
鼓
の
音
に
目
を
さ
ま
し
た
。
い
そ
い
で
禊
を
行
ひ
、
元
気
に
炊
事
に
取
り
か
か
り
、

同
志
の
御
世
話
を
戴
き
ま
し
た
。
今
日
三
日
間
の
当
番
の
任
務
に
あ
た
り
、
此
々
に
顧
り
見
れ
ば
飯

の
や
は
ら
か
い
や
ら
御
汁
の
煮
方
の
不
充
分
な
る
も
の
を
差
上
た
の
は
申
訳
け
あ
り
ま
せ
ん
。 

今
後
は
充
分
に
気
を
付
け
尚
一
層
努
力
し
て
追
進
に
追
進
を
重
ね
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
尚
又
御
一

同
様
に
は
昼
の
パ
ン
の
時
に
食
器
の
充
分
に
洗
ふ
こ
と
、
又
、
引
出
ノ
中
を
き
れ
い
に
洗
つ
て
戴
く

や
う
に
御
願
申
上
ま
す
。 

来
客 

な
し 

当
番 

三
浦
貞
雄
、
小
関
久
雄
、
遣
水
伊
右
エ
門 

 

２
月1

6

日
月
曜
日 

朝5
1

人
、
昼4

9

人
、
晩5

0

人 

所
感 

最
初
当
番
に
当
り
し
時
は
何
も
知
ら
な
か
つ
た
が
、
二
度
目
の
時
は
飯
の
火
の
引
き
具
合
、
又
汁
の

水
か
げ
ん
、
飯
の
水
か
げ
ん
は
能
く
わ
か
り
、
目
コ
飯
の
出
す
様
な
事
の
な
く
な
つ
た
の
は
皆
助
手

さ
ん
方
の
御
蔭
と
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
又
自
分
も
飯
を
一
人
で
出
さ
れ
る
と
思
へ
ば
炊
事
場
の

け
む
に
つ
つ
ま
れ
な
が
ら
も
と
て
も
面
白
く
な
り
ま
し
た
。 

来
客 

ナ
シ 

当
番 

小
関
久
夫
、
三
浦
貞
雄
、
佐
藤
哲
雄 

 

３
月1

7

日
火
曜
日 

朝5
1

人
、
昼4

8

人
、
晩4

7

人 

所
感 

朝
禊
を
な
し
直
に
炊
事
場
に
か
け
附
き
ま
し
た
。
第
一
回
目
の
時
、
な
れ
ぬ
僕
が
種
々
御
世
話
に
な

り
漸
く
炊
事
当
番
の
行
ふ
一
通
を
吟
味
い
た
し
ま
し
た
。
其
の
型
式
を
わ
す
れ
ず
に
第
二
回
目
の
只

今
の
当
番
各
事
分
担
さ
れ
着
々
取
り
か
ゝ
り
三
日
目
に
は
一
人
で
飯
釜
の
水
の
か
げ
ん
、
各
事
僕
が

指
導
い
た
し
が
、
予
定
如
く
着
々
出
来
上
り
非
常
に
趣
味
深
く
感
ん
じ
ま
す
た
。
飯
の
具
合
も
良
く

出
来
炊
事
当
番
も
大
過
な
く
果
し
え
た
事
、
此
等
一
心
同
体
に
働
い
て
頂
い
た
結
果
と
感
謝
致
し
ま
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す
。 

来
客 
ナ
シ 

当
番 

三
浦
貞
雄
、
佐
藤
哲
雄
、
佐
藤
武
男 

 

３
月1

8

日
水
曜
日 
朝5

1

人
、
昼4

6

人
、
晩5

1

人 

所
感 

前
の
炊
事
当
番
の
時
は
何
も
わ
か
ら
ず
只
ぼ
や
ぼ
や
し
た
の
が
た
ゝ
つ
て
、
今
度
も
何
と
な
く
要
領

を
得
な
い
。
仕
事
が
ま
ご
つ
く
毎
に
だ
ん
だ
ん
興
味
を
覚
え
る
。〔
以
下
赤
色
〕
真
心
こ
め
て
炊
事
当

番
の
任
務
を
果
し
事
こ
そ
肝
要
な
れ
〔
以
上
赤
色
〕
盲
目

メ

ツ

コ

飯
を
炊
い
て
や
ろ
う
か
。
汁
を
少
な
く
し

て
や
ろ
う
か
。
そ
し
た
ら
皆
ん
な
が
ど
ん
な
顔
を
す
る
だ
ろ
う
か
。
一
寸
見
て
み
た
い
。
ぐ
つ
ぐ
つ

言
つ
た
ら
「
事
々
物
々
に
つ
き
て
の
修
養
」
と
叫
ん
で
や
つ
た
ら
…
…
な
ん
て
色
々
の
事
が
頭
を
か

け
廻
る
。
頬
か
む
り
し
て
袢
纏
を
着
て
竈
の
前
に
ど
つ
か
り
腰
を
下
し
て
ア
ー
ア
な
ん
て
ゆ
つ
く
り

し
た
気
分
で
お
ら
れ
る
の
は
、
炊
事
当
番
に
の
み
許
さ
れ
た
特
権
だ
な
あ
等
と
考
へ
て
ゐ
る
う
ち
に

も
め
つ
こ
飯
が
出
来
ね
ば
好
い
が
な
あ
と
心
配
に
な
る
と
、
に
は
か
に
水
の
神
秘
と
火
の
神
様
を
拝

み
た
く
な
る
。 

来
客 

な
し 

当
番 

佐
藤
哲
夫
、
佐
藤
武
男
、
渡
辺
茂 

 

三
月1

9

日
木
曜
日 

朝5
1

人
、
昼4

6

人
、
晩5

2

人 

所
感 

炊
事
当
番
も
二
回
目
だ
が
一
回
目
は
何
を
し
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な
か
つ
た
が
、
二
回
目
に
は
い
つ

こ
う
解
ら
な
く
責
任
が
重
大
で
あ
つ
た
。
又
飯
を
焚
く
時
は
め
つ
こ
で
も
な
る
か
と
心
配
し
た
が
も

う
漸
く
飯
焚
き
も
自
信
が
付
い
て
来
た
。 

来
客 

秋
田
県
の
人
一
人 

当
番 

佐
藤
武
男
、
渡
辺
茂
、
伊
藤
金
治 

 

三
月
二
十
日
金
曜
日 

朝5
1

人
、
昼4

6

人
、
晩3

9

人 

所
感 

私
は
炊
事
当
番
が
二
回
目
で
有
り
ま
す
。
第
一
回
目
の
時
は
助
手
君
と
共
に
炊
事
を
初
め
た
の
で
安

心
し
て
一
回
目
は
終
り
ま
し
た
。
今
度
は
助
手
君
も
い
な
い
の
で
我
等
三
人
で
炊
事
を
初
め
一
番
心



2015-11 炊事日誌：昭和 6（1931）年 1 月 21 日～4 月 25 日  21 / 34 

 

 

配
を
致
し
ま
し
た
の
は
御
飯
の
事
で
し
た
。「
メ
ツ
コ
飯
」
を
焚
く
で
は
な
い
か
と
私
は
一
番
心
配
致

し
ま
し
た
。
余
は
心
配
と
て
は
有
ま
せ
ん
で
し
た
。 

〔
以
下
赤
色
〕
武
道
の
打
込
み
の
持
続
に
あ
り
延
長
に
外
な
ら
な
い
。
此
の
責
任
は
実
に
真
剣
で
あ

る
。
吾
々
と
し
て
厚
く
感
謝
す
る
。
然
し
少
々
日
誌
の
マ
ズ
イ
の
が
遺
憾
で
あ
る
。
も
つ
と
綺
麗
を

旨
と
せ
ら
れ
た
い
。 

来
客 

帰
宅
者
多
し
〔
以
上
赤
色
〕 

当
番 

伊
藤
金
治
、
柏
倉
正
志
、
渡
辺
茂 

 

３
月2

1

日
土
曜
日 

晴 

朝3
9

人
、
昼4

0
人
、
晩1

0
0

人 

〔
上
部
欄
外
に
赤
色
で
〕
朝
鮮
移
住
者
出
発
式
〔
以
上
赤
色
〕 

所
感 

炊
事
当
番
も
漸
く
慣
れ
た
。
今
日
は
平
康
行
き
の
人
々
は
天
晴
れ
の
心
分
で
此
の
自
治
寮
の
食
堂
で

数
十
名
の
人
々
は
顔
と
顔
と
見
合
し
て
食
事
さ
れ
る
の
で
、
臨
時
炊
事
に
三
名
応
援
し
て
急
ぎ
て
三

時
半
迄
に
出
す
。
吾
等
一
同
は
停
車
場
迄
見
送
り
平
康
行
き
の
人
々
の
態
度
を
見
て
私
は
常
に
反
省

さ
れ
、
大
い
に
自
覚
し
て
天
晴
れ
の
心
持
で
奮
闘
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
。 

臨
時
、
渡
辺
力
、
金
澤
留
吉
、
石
井
政
春
〔
以
下
赤
色
〕
今
日
大
勢
な
の
で
本
当
に
炊
事
当
番
は
御

苦
労
で
し
た
。
感
謝
致
し
ま
す
。 

来
客 

朝
鮮
移
住
者
出
発
式
移
住
者
夫
妻
外
先
輩
も
約
六
〇
名
〔
以
上
赤
色
〕 

当
番 

伊
藤
金
治
、
清
野
清
三
郎
、
柏
倉
正
志 

 

三
月
二
十
二
日
日
曜
日 

朝3
5

人
、
昼3

0

人
、
晩4

0

人 

所
感 

私
モ
炊
事
当
番
ハ
二
回
目
デ
ア
リ
マ
ス
。
第
一
回
目
ノ
時
ハ
助
手
君
ト
一
所
ニ
シ
マ
シ
タ
ガ
、
今
回

ハ
我
等
未
熟
ナ
ル
者
バ
カ
リ
致
シ
マ
ス
ノ
デ
、
自
分
等
分
担
タ
ル
此
ノ
当
番
ヲ
完
全
ニ
果
ス
ベ
ク
取

リ
カ
ヽ
リ
マ
シ
タ
ガ
、
思
フ
通
リ
デ
キ
ズ
皆
々
様
ニ
不
愉
快
ナ
思
ヲ
致
サ
セ
マ
シ
テ
、
実
ニ
申
訳
ア

リ
マ
セ
ン
デ
シ
タ
。 

来
客 

先
輩
三
人
、
〔
以
下
赤
色
〕
本
所
卒
業
生
〔
以
上
赤
色
〕 

当
番 

石
山
正
蔵
、
柏
倉
正
志
、
清
野
清
三
郎 

 

三
月
廿
三
日
月
曜
日 

朝4
5

人
、
昼4

4

人
、
晩4

9

人 
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所
感 

第
弐
回
目
の
当
番
で
あ
る
の
で
前
回
よ
り
は
余
程
馴
れ
た
心
算
で
や
つ
た
が
、
総
べ
て
の
点
に
つ
い

て
は
ま
だ
ま
だ
努
力
と
向
上
と
を
要
す
る
事
を
痛
感
し
ま
し
た
。
飯
を
お
い
し
く
す
る
も
悪
る
く
す

る
も
、
又
汁
の
塩
加
減
も
、
す
べ
て
細
心
の
注
意
を
払
ひ
、
出
来
得
る
限
り
よ
く
出
来
る
様
努
力
す

べ
き
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。
今
朝
よ
り
は
新
入
寮
友
安
食
君
も
一
つ
に
食
事
を
と
ら
れ
た
。
寮
友
の

増
し
た
事
を
嬉
し
く
思
ひ
ま
す
。 

◎
不
馴
れ
な
る
炊
事
の
業
も
二
回
目
の
つ
と
め
果
せ
る
今
日
の
嬉
し
き 

◎
紅
の
頬
に
笑
ふ
く
み
手
伸
し
げ
に
炊
事
を
い
そ
ぐ
な
ぞ
ゆ
か
し
き 

来
客 

萩
野
移
住
講
習
生
四
名 

当
番 

菅
野
栄
五
郎
、
石
山
正
蔵
、
清
野
清
三
郎 

 

三
月
二
十
四
日
火
曜
日 

朝4
9

人
、
昼4

8

人
、
晩5

0

人 

所
感 

自
分
等
の
分
担
さ
れ
た
る
此
の
当
番
は
二
回
目
で
あ
り
ま
す
。
最
初
よ
り
は
少
し
馴
れ
て
居
り
ま
す

の
で
皆
様
に
満
足
の
出
来
る
様
に
努
め
ま
し
た
が
何
分
思
ふ
様
に
出
来
ず
、
皆
様
に
満
足
致
さ
せ
る

事
の
で
き
な
か
つ
た
の
は
、
実
に
遺
憾
な
思
ひ
が
し
ま
す
が
、
何
事
も
皆
修
養
、
此
の
次
に
は
皆
様

に
満
足
の
出
来
る
様
に
心
掛
け
ま
す
。
思
ひ
つ
い
た
の
は
竈
の
煙
突
掃
除
の
事
で
す
。
掃
除
を
し
て

よ
く
燃
へ
る
様
に
す
れ
ば
薪
の
経
済
も
取
れ
又
仕
事
も
早
く
出
来
る
と
思
ひ
ま
す
。
掃
除
を
し
な
け

れ
ば
薪
は
煙
ば
か
り
出
て
良
く
燃
へ
ず
煙
の
為
に
作
業
も
充
分
出
来
な
い
と
思
ふ
。
諸
具
類
が
皆
完

全
な
物
ば
か
り
で
我
等
の
作
業
を
大
い
に
助
け
て
く
れ
る
の
は
感
謝
致
し
ま
す
。 

来
客 

萩
野
移
住
講
習
生
三
名 

当
番 

菅
原
光
胤
、
高
橋
栄
資
、
菅
野
栄
五
郎 

 

三
月
二
十
五
日
水
曜
日 

朝4
9

人
、
昼4

9

人
、
晩4

9

人 

所
感 

薪
が
不
乾
燥
な
の
で
煙
で
目
が
痛
ん
で
思
ふ
様
に
仕
事
が
出
来
ず
。
軍
隊
で
用
ふ
る
煙
幕
も
斯
様
な

も
の
で
あ
る
の
か
し
ら
。
一
番
心
配
な
の
は
飯
た
き
な
り
。
然
し
余
程
自
信
が
付
い
た
。
第
二
回
目

の
当
番
も
十
分
と
は
云
へ
な
い
が
、
七
分
目
通
り
位
迄
は
出
来
た
つ
も
り
で
す
。
後
の
三
分
を
今
後

一
生
懸
命
で
成
し
果
た
し
百
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
る
様
ベ
ス
ト
を
つ
く
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
今
日
は

昼
に
ジ
ヤ
ム
パ
ン
を
全
員
が
食
し
ニ
コ
ニ
コ
顔
!! 

入
所
当
時
の
有
様
を
思
ひ
出
す
。
夕
食
の
カ
ツ
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レ
ツ
は
僕
に
と
つ
て
は
最
初
の
仕
事
で
あ
り
ま
し
た
。
何
も
わ
か
ら
ず
手
伝
を
し
て
も
ら
い
誠
に
有

難
く
感
謝
致
し
ま
す
。
（
菅
野
君
ニ
変
リ
テ
柏
倉
） 

〔
以
下
赤
色
〕
今
日
の
夕
食
炊
事
は
本
当
に
御
苦
労
様
で
し
た
。
残
り
三
分
徹
底
的
に
実
現
し
て
戴

き
た
い
。
〔
以
上
赤
色
〕 

来
客 

萩
野
移
住
講
習
生
（
補
欠
）
三
名 

当
番 

菅
原
光
胤
、
高
橋
栄
資
、
菅
野
栄
五
郎 

 

三
月
二
十
六
日
水
曜
日 

朝 

人
、
昼 
人
、
晩 

人 

所
感 

魚
汁
は
今
日
始
て
で
何
も
解
ら
ず
、
手
の
附
け
様
も
な
か
つ
た
け
ど
聞
き
聞
き
し
て
ど
う
や
ら
味
の

付
い
た
汁
が
出
来
た
。
四
校
時
に
生
徒
達
は
武
道
で
遅
く
、
終
り
て
汁
の
熱
い
の
を
食
べ
さ
せ
た
い

計
に
遅
く
飯
や
汁
が
遅
く
盛
つ
た
の
で
、
生
徒
達
は
文
句
を
云
ふ
人
さ
へ
あ
つ
た
。
其
の
時
は
俺
は

憤
慨
し
た
。
生
徒
達
の
為
に
と
思
つ
て
や
つ
た
仕
事
に
文
句
を
付
け
ら
れ
て
は
、
亦
食
事
の
鐘
を
誰

か
振
つ
た
人
が
居
つ
た
。
出
来
な
い
中
に
そ
れ
で
皆
押
寄
せ
て
来
た
。
実
際
困
つ
て
あ
つ
た
。 

来
客 

〔
赤
色
で
〕
受
講
者
三
名 

当
番 

高
橋
栄
資
、
鈴
木
米
蔵
、
菅
原
光
胤 

 

三
月
二
十
七
日
金
曜
日 

朝4
8

人
、
昼5

0

人
、
晩5

2

人 

所
感 

二
回
目
の
当
番
だ
。
そ
し
て
今
日
は
第
二
日
目
で
あ
る
。
昨
日
一
日
の
長
か
つ
た
の
で
少
し
呑
気
に

か
ま
え
て
炊
事
場
に
行
つ
て
見
る
と
、
も
う
樋
口
兄
が
い
そ
い
そ
と
米
と
ぎ
を
し
て
ゐ
る
。
寮
歌
を

張
り
上
げ
な
が
ら
今
日
も
愉
快
に
不
束
か
な
が
ら
も
暮
し
た
。
夕
餉
の
時
に
二
人
の
見
知
ら
ぬ
客
人

が
来
ら
れ
た
。
我
等
は
何
に
か
ま
は
ず
「
イ
タ
ダ
キ
マ
ス
」
と
乱
暴
に
箸
を
と
つ
た
。
二
人
の
客
人

は
俯
い
て
何
か
冥
想
し
て
ゐ
る
。
私
は
痛
烈
に
感
を
深
ク
し
た
。
彼
等
は
何
を
反
省
し
て
ゐ
た
の
か
？ 

其
れ
は
植
物
の
大
恩
感
謝
を
念
じ
て
い
た
の
で
せ
う
。 

来
客
〔
赤
色
で
〕
秋
田
県
ノ
某
農
学
校
長
外
一
名
ノ
教
師
、
萩
野
補
欠
講
習
生
〔
こ
こ
ま
で
赤
色
〕 

当
番 

樋
口
栄
、
渡
辺
力
、
鈴
木
米
蔵 

 

三
月
二
十
八
日
土
曜
日 

朝5
2

人
、
昼5

2

人
、
晩5

1

人 

所
感 
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此
の
度
の
当
番
は
非
常
に
気
物
〔
気
持
？
〕
よ
く
暮
す
事
が
出
来
た
。
何
故
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
お

互
ひ
に
各
自
の
分
担
を
守
つ
て
呉
れ
た
も
の
と
思
ひ
ま
す
。
飯
焚
く
に
も
今
度
は
自
信
が
つ
い
て
き

ま
し
た
。
自
分
に
は
す
べ
て
の
事
が
即
ち
事
々
物
々
の
修
養
で
あ
り
ま
す
が
、
一
寸
し
た
野
菜
即
ち

大
根
馬
鈴
薯
の
様
な
も
の
の
切
り
方
ま
で
其
の
切
り
方
・
料
理
方
の
如
何
に
依
つ
て
皆
の
人
に
満
足

を
得
し
む
る
の
か
と
思
ふ
と
痛
切
に
責
任
の
大
な
る
事
が
思
わ
れ
ま
す
。
此
の
次
は
追
進
に
追
進
し

て
よ
り
能
く
皆
に
満
足
の
出
来
る
様
に
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
。 

◎
炊
事
場
に
余
り
用
の
な
い
人
が
入
れ
な
い
様
に
、
尚
食
器
洗
滌
は
出
来
得
る
だ
け
、
食
堂
に
し
て

下
さ
る
様
お
願
ひ
し
ま
す
。 

来
客 

秋
田
県
の
農
学
校
長
及
び
教
師
、
萩
野
講
習
生
三
名 

当
番 

鈴
木
米
蔵
、
渡
辺
力
、
樋
口
榮
一 

 

三
月
二
十
九
日
日
曜
日 

朝4
9

人
、
昼5

3

人
、
晩5

0

人 

所
感 

此
の
前
の
炊
事
に
失
敗
を
し
ま
し
た
。
私
は
此
の
度
こ
そ
と
一
生
懸
命
に
努
力
を
し
た
結
果
、
此
の

前
の
炊
事
よ
り
は
良
く
出
来
ま
し
た
の
で
、
非
常
に
愉
快
に
三
日
目
の
炊
事
も
終
り
ま
し
た
。
此
れ

即
ち
此
の
前
の
経
験
又
為
さ
ん
と
す
る
仕
事
に
対
し
て
自
信
を
持
ち
た
結
果
と
思
ひ
ま
す
。
人
々
の

立
派
に
為
し
得
る
仕
事
に
対
し
て
自
分
が
其
の
人
の
仕
事
を
為
す
事
が
出
来
な
い
と
落
胆
を
し
た
ら
、

仕
事
は
成
功
す
る
も
の
で
は
な
い
。
人
の
為
す
仕
事
な
ら
何
事
も
為
す
と
云
ふ
信
念
を
以
て
し
た
な

ら
ば
望
み
を
達
す
る
事
が
出
来
る
も
の
と
思
ひ
ま
す
。 

〔
以
下
赤
色
〕
必
ず
為
す
と
云
ふ
精
神
が
最
も
肝
要
で
あ
り
、
人
間
と
し
て
の
念
願
で
あ
る
。
此
の

精
神
を
養
ふ
に
は
一
ツ
の
信
仰
、
信
念
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
〔
以
上
赤
色
〕 

来
客 

秋
田
農
学
校
長
及
ビ
教
師
一
名
、
萩
野
講
習
二
名
、
小
松
君 

当
番 

樋
口
栄
一
、
鈴
木
米
蔵
、
渡
辺
力 

 

三
月
三
十
日
月
曜
日 

朝5
0

人
、
昼4

7

人
、
晩4

7

人 

所
感 

今
日
夕
食
の
時
に
自
分
等
の
未
だ
に
造
つ
た
事
の
無
い
肉
飯
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
途
方
に
暮
れ
て
居

る
る
処
に
須
藤
さ
ん
の
御
手
伝
は
真
に
私
等
に
取
つ
て
は
救
ひ
の
神
で
有
り
ま
し
た
。
食
事
の
時
に

一
同
喜
々
と
し
て
笑
つ
て
食
す
る
の
を
見
て
私
も
安
心
せ
り
。 

来
客 

先
生
方
四
人
〔
以
下
赤
色
〕
□
の
先
生
に
も
馳
走 
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当
番 

布
施
権
三
郎
、
伊
藤
正
憲
、
石
井
政
春 

 

三
月
三
一
日
火
曜
日 

朝5
0

人
、
昼5

0

人
、
晩5

1

人 

所
感 

諸
兄
等
一
同
ハ
夕
食
ノ
塩
ク
ヂ
ラ
ヲ
余
リ
コ
ノ
マ
ナ
カ
ツ
タ
。
以
上
ナ
シ
。 

来
客 

な
し
〔
以
下
赤
色
〕
茶
話
会 

当
番 

布
施
権
三
郎
、
石
井
政
春
、
伊
藤
正
憲 

 

四
月
一
日
水
曜
日 

朝4
7

人
、
昼4

9

人
、
晩4

9

人 

所
感 

炊
事
当
番
も
三
回
し
た
の
で
、
余
り
ま
ご
つ
か
な
い
様
に
な
つ
た
。
然
し
夕
食
の
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
に

は
面
く
ら
つ
て
し
ま
つ
た
。
僕
等
は
ど
う
す
る
の
か
わ
か
ら
ず
困
つ
て
居
た
が
、
茂
木
君
が
来
て
教

へ
て
も
ら
ひ
、
や
う
や
う
こ
し
ら
へ
た
。
第
一
回
に
は
失
敗
し
第
二
回
目
に
苦
心
し
て
出
来
ま
し
た
。

夕
食
は
特
に
米
も
一
升
増
し
た
の
だ
が
、
食
べ
る
食
べ
る
、
ペ
ロ
リ
と
全
部
平
ら
げ
て
し
ま
つ
た
。

苦
心
し
て
作
つ
た
丈
け
に
僕
は
一
層
う
ま
く
感
じ
た
。
何
事
も
苦
心
の
後
に
真
の
喜
び
あ
り
。
尚
、

一
層
勉
励
致
し
ま
す
。 

来
客 

な
し 

当
番 

伊
藤
正
憲
、
石
井
政
春
、
森
谷
権
之
助 

 

四
月
二
日
木
曜
日 

朝4
9

人
、
昼4

8

人
、
晩4

7

人 

所
感 

食
後
に
炊
事
当
番
以
外
の
人
が
炊
事
場
に
入
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
当
番
以
外
の
人
は
入
ら
な
い
様

に
御
注
意
を
御
願
い
た
し
ま
す
。 

来
客 

な
し 

当
番 

金
澤
留
吉
、
齋
藤
好
七
、
森
谷
権
之
助 

 

４
月
３
日
金
曜
日 

朝4
9

人
、
昼4

8

人
、
晩4

8

人 

所
感 

私
炊
事
当
番
は
今
日
で
三
回
で
す
。
そ
し
て
面
白
く
炊
事
の
仕
事
も
目
気
目
気
は
か
ど
り
ま
す
。
そ

れ
は
個
人
個
人
の
分
担
に
対
し
て
真
心
か
ら
追
進
す
る
か
ら
で
あ
る
と
私
は
痛
切
に
感
ぜ
ざ
る
を
得
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な
い
。
そ
れ
だ
け
皆
ん
な
が
自
覚
し
自
治
寮
生
活
に
趣
味
を
持
つ
た
事
と
思
ひ
ま
す
。
飯
の
火
焚
き
、

沢
庵
漬
切
り
に
し
て
も
又
馬
鈴
薯
の
皮
を
む
く
に
も
皆
々
得
意
に
な
つ
た
。
得
意
に
成
つ
た
の
は
真

心
の
表
現
に
外
な
ら
ぬ
事
と
思
ひ
ま
す
。
一
番
コ
ハ
イ
の
は
飯
の
水
加
減
で
す
。
そ
れ
で
水
加
減
に

一
層
努
力
致
し
ま
す
。
以
上 

〔
以
下
赤
色
〕「
所
長
先
生
の
お
話
に
も
有
る
通
り
得
意
に
な
つ
て
は
な
ら
ぬ
。
失
敗
は
得
意
よ
り
生

じ
る
大
い
に
慎
し
む
べ
き
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。
」
「
信
念
は
強
く
得
意
は
禁
物
」
〔
以
上
赤
色
〕 

来
客 

来
客
（
朝
）
一
笑
会
長
高
橋
猪
一
先
生 

当
番 

森
谷
権
之
助
、
齊
籐
好
七
、
金
沢
留
吉 

 

４
月
４
日
土
曜
日 

朝4
7

人
、
昼4

7

人
、
晩4

4
人 

所
感 

日
増
に
暖
く
な
り
ま
し
て
、
朝
早
く
炊
事
場
に
入
つ
て
も
何
と
な
く
仕
事
に
着
々
と
手
が
つ
く
様
に

な
り
ま
し
た
。
飯
の
煮
立
ち
方
も
今
で
は
余
程
早
く
な
る
様
に
な
つ
て
、
何
も
か
に
も
前
よ
り
は
ず

つ
と
変
つ
て
大
気
の
恵
み
と
共
に
我
々
の
仕
事
も
是
に
従
つ
て
追
進
が
出
来
た
様
に
感
じ
ま
す
。
今

日
の
夕
飯
は
天
ぷ
ら
を
し
た
の
で
少
し
遅
れ
た
。
皆
な
が
教
練
を
な
し
て
帰
つ
て
来
て
す
つ
か
り
腹

を
す
か
し
て
来
た
。
時
々
炊
事
場
に
顔
を
出
し
て
は
「
ま
だ
か
」「
ま
だ
か
」
と
言
つ
て
出
て
行
く
の

を
見
て
は
、
我
々
は
非
常
に
気
の
毒
に
思
つ
て
益
々
仕
事
に
励
ん
で
漸
く
出
か
し
て
笑
顔
で
有
難
く

食
事
を
戴
き
ま
し
た
。 

来
客 

無
し 

当
番 

金
沢
留
吉
、
高
橋
岩
蔵
、
齋
藤
好
七 

 

四
月
五
日
日
曜
日 

朝
四
七
人
、
昼
四
七
人
、
晩
四
七
人 

所
感 

作
〔
昨
〕
日
は
金
沢
君
齋
藤
君
の
二
名
を
頼
り
に
仕
事
を
し
ま
し
た
が
、
今
日
は
一
日
の
兄
と
あ
つ

て
頗
る
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。 

朝
の
炊
事
は
見
学
に
行
く
都
合
が
あ
る
の
で
皆
協
力
し
て
早
く
出
す
様
に
勉
め
ま
し
た
の
で
八
時
一

寸
過
ぎ
に
食
事
が
出
来
ま
し
た
。 

晩
の
炊
事
は
見
学
を
終
つ
て
帰
る
と
大
江
、
阿
部
の
両
君
が
炊
事
を
し
て
居
ら
れ
た
の
に
は
、
厚
く

感
謝
す
る
。
此
の
両
君
が
余
り
急
い
だ
の
と
不
馴
れ
の
た
め
、
危
く
メ
ツ
コ
飯
に
な
り
さ
う
に
な
つ

た
の
を
、
齋
藤
君
が
甘
く
出
来
か
し
て
呉
れ
た
の
は
実
に
有
難
か
つ
た
。
尚
出
し
方
の
遅
か
り
し
事
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を
謝
す
。 

当
番 
高
橋
岩
蔵
、
安
食
喜
一
、
佐
藤
賢
三 

 

４
月
５
〔
６
〕
日
月
曜
日
、
朝5

0

人
、
昼4

8

人
、
晩5

1

人 

所
感 

注
意 

食
器
ガ
一
般
ニ
不
清
潔
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
モ
ツ
ト
キ
レ
ー
ニ
オ
願
ヒ
シ
マ
ス
。 

ま
づ
く
て
飯
を
も
る
に
も
き
の
ど
く
の
や
う
な
者
は
大
部
分
な
り
。 

来
客 

一
人 

当
番 

高
橋
岩
蔵
、
佐
藤
賢
三
、
安
食
喜
一 

 

４
月
７
日
火
曜
日 

朝5
3

人
、
昼5

2

人
、
晩5

3

人 

所
感 

今
晩
の
汁
は
美
味
な
り
。
須
藤
さ
ん
が
ヴ
ェ
タ
ミ
ン
の
研
究
中
に
考
案
し
も
の
で
あ
る
。
皆
ん
な
も

柔
剣
道
の
練
習
後
で
あ
る
の
で
う
ま
そ
う
に
皆
ん
な
食
べ
た
。
科
学
炊
事
三
人
は
皆
ん
な
が
う
ま
そ

う
に
食
べ
る
の
を
見
て
気
分
も
よ
く
安
心
し
た
。
こ
ん
ど
こ
そ
は
と
良
く
た
き
つ
け
る
と
手
足
腰
も

休
め
る
事
が
出
来
な
い
。
無
事
に
終
つ
た
事
は
一
心
同
体
の
結
果
と
思
ひ
ま
す
。 

当
番 

佐
藤
賢
三
、
安
食
喜
一
、
柏
倉
正
志 

 

四
月
八
日
水
曜
日 

朝5
2

人
、
昼5

3

人
、
晩5

0

人 

所
感 

今
日
は
午
後
か
ら
寮
友
一
同
が
軍
隊
に
行
か
れ
私
た
ち
が
残
留
し
て
や
り
ま
し
た
。
カ
ツ
レ
ツ
は
初

め
て
ゞ
す
つ
か
り
面
食
つ
た
!! 

そ
れ
に
薪
が
よ
く
燃
え
な
い
の
で
、
け
む
い
、
―
涙
が
出
る
…
… 

須
藤
さ
ん
に
は
万
端
非
常
な
る
御
世
話
様
に
な
り
ま
し
て
誠
に
有
難
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
日
は
今
迄
に
な
い
尊
い
経
験
を
得
ま
し
た
。
此
経
験
を
栞
と
し
て
追
進
し
ま
す
。 

〔
以
下
赤
色
〕
◎
カ
ツ
（
カ
ツ
レ
ツ
）
よ
り
も
美
味
し
と
食
べ
し
友
の
姿
の
（
□
が
自
分
に
は
嬉
し

か
つ
た
。
）
〔
赤
色
こ
こ
ま
で
〕 

△
火
が
燃
え
ず
涙
い
づ
る
も
一
修
業 

△
カ
ツ
レ
ツ
や
じ
や
が
た
ら
い
も
に
舌
つ
ゞ
み 

〔
以
下
赤
色
〕
煙
む
く
と
も
銃
と
り
ひ
ね
も
す
一
す
ぢ
に
励
む
友
々
思
ひ
や
り
せ
ば
〔
赤
色
終
わ
り
〕 
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当
番 

渡
部
力
、
柏
倉
正
志
（
朝
）
、
大
江
卓
見
、
阿
部
美
雄
〔
大
江
と
阿
部
が
〕（
晩
）
、
清
野
清
三

郎 

 

四
月
九
日 

木
曜
日 

朝5
1

人
、
昼5

1

人
、
晩5

1

人 

所
感 

豆
飯
に
不
馴
な
僕
達
な
の
で
、
須
藤
さ
ん
が
自
ら
率
先
し
て
僕
達
に
御
教
被
下
た
の
で
、
非
常
に
美

味
し
く
出
来
ま
し
た
。
寮
友
が
腹
が
す
い
て
帰
り
膳
に
付
け
ば
い
つ
も
の
と
変
り
飯
な
の
で
目
を
白

黒
し
恍
惚
と
し
て
御
飯
を
見
つ
め
て
居
り
ま
す
。
助
手
さ
ん
達
が
こ
な
い
の
で
腹
が
す
い
て
も
手
を

出
し
か
ね
て
居
り
ま
す
。
一
同
揃
つ
て
箸
を
取
り
飯
を
食
べ
ま
し
た
。 

此
れ
即
ち
共
同
生
活
に
最
も
肝
要
な
事
で
あ
り
ま
す
。 

当
番 

清
野
清
三
郎
、
柏
倉
正
志
（
朝
）
、
大
江
卓
見
、
阿
部
美
雄
〔
大
江
と
阿
部
が
〕（
晩
）
、
渡
辺

力 

 

４
月1

0

日 

金
曜
日 

朝5
3

人
、
昼5

2

人
、
晩5

5

人 

所
感 

寮
友
諸
君
一
同
聯
隊
に
行
か
れ
て
終
日
教
練
を
せ
ら
れ
し
を
思
ひ
て 

・
の
ど
か
な
る
春
の
日
和
を
身
に
あ
び
て 

つ
と
め
雄
々
し
き
自
治
寮
の
友 

偶
感
三
首 

・
あ
し
は
ら
の
国
の
栄
に
尽
さ
な
ん 

い
ざ
諸
共
に
進
め
益
良
夫 

・
と
こ
し
へ
に
弥
栄
え
な
ん
日
の
本
の 

神
な
が
ら
な
る
道
の
ま
に
ま
に 

・
葦
原
の
世
の
荒
浪
に
か
ぢ
と
り
て 

理
想
の
郷
に
追
ひ
進
ま
な
ん 

〔
以
下
赤
色
で
〕 

寮
友
な
き
自
治
寮
に
風
呂
炊
事
両
端
を
引
受
け
て 

・
何
事
も
我
が
身
一
つ
に
引
受
け
て 

力
の
限
り
励
み
励
ま
ふ
〔
以
上
赤
色
〕 

来
客 

高
橋
猪
一
先
生 

当
番 

渡
部
力
、
武
田
正
、
大
江
卓
見
、
阿
部
美
雄
、
清
野
清
三
郎 

 

４
月1

1

日 

土
曜
日 

朝5
0

人
、
昼5

0

人
、
晩5

1

人 

所
感 

飯
も
良
く
出
来
た
様
で
あ
つ
た
し
又
不
足
な
く
朝
は
高
橋
先
生
と
一
所
に
朝
日
の
差
入
る
食
堂
で
気
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持
良
く
食
べ
ま
し
た
。
食
後
は
聯
隊
へ
行
く
迄
と
一
生
懸
命
で
や
っ
た
が
少
し
遅
れ
、
夕
は
炊
事
も

せ
ず
朝
の
し
ま
つ
迄
し
て
い
た
だ
い
て
、
実
に
す
ま
な
か
っ
た
。
〔
以
下
赤
色
〕
（
有
難
う
御
座
い
ま

し
た
）
〔
こ
こ
ま
で
赤
色
〕 

当
番 

渡
辺
力
、
朝
倉
忠
右
衛
門
、
小
関
久
雄
、
武
田
正
、
清
野
清
三
郎 

 

〔
こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、
用
紙
の
印
刷
イ
ン
ク
が
赤
色
と
な
り
、
上
部
に
横
書
き
で
「
当
番
者
ハ
当
日

礼
拝
迄
記
載
ノ
上
炊
事
主
任
ニ
提
出
ス
ベ
シ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
「
火
の
用
心
」
は
「
火
之

用
心
」
と
な
り
、
「
曜
日
」
が
「
曜
」
と
な
っ
た
。
〕 

４
月1

2

日 

日
曜 

朝5
2

人
、
昼5

2

人
、
晩5

2

人 

所
感 

私
は
今
日
金
井
村
視
察
に
居
き
ま
し
て
実
に
驚
き
ま
し
た
。
私
も
お
腹
が
す
き
ま
し
た
の
で
う
ま
く

た
べ
ま
し
た
。 

〔
以
下
赤
色
で
〕
見
学
に
行
つ
て
来
た
当
番
の
人
と
居
残
つ
て
炊
事
を
や
つ
て
呉
れ
た
人
、
互
に
夕

食
の
後
始
末
を
や
ら
う
と
し
て
居
る
様
子
を
見
て
、
見
学
に
行
つ
て
来
人
は
当
番
が
あ
る
の
に
、
少
々

の
疲
れ
で
居
残
つ
た
人
に
す
ま
な
い
と
云
ふ
誠
心
、
居
残
つ
た
人
達
は
疲
れ
て
居
る
だ
ろ
う
と
温
か

い
友
情
、
凡
て
が
斯
く
あ
り
た
い
。
そ
こ
に
舞
ひ
上
れ
が
あ
り
神
あ
そ
び
が
あ
る
と
思
ふ
。〔
赤
色
こ

こ
ま
で
〕 

来
客 

新
入
生
斉
藤
君 

当
番 

渡
辺
力
、
小
関
久
雄
、
朝
倉
中
右
エ
門
、
長
谷
川
与
一
、
清
野
清
三
郎 

 

４
月1

3

日 

月
曜 

朝5
1

人
、
昼5

2

人
、
晩5

2

人 

所
感 

私
は
第
三
回
の
炊
事
当
番
で
あ
つ
て
面
白
く
炊
事
を
終
り
ま
し
た
。
軍
隊
生
活
の
終
り
の
日
で
あ
つ

て
午
后
か
ら
聯
隊
長
殿
か
ら
御
話
あ
り
ま
し
た
。
五
時
頃
か
ら
カ
ー
バ
イ
ト
工
場
を
視
察
し
た
。 

注
意
〔
赤
色
で
、
「
書
く
よ
り
も
自
ら
其
の
任
に
あ
た
つ
て
模
範
と
な
る
べ
し
」
と
あ
る
。
〕 

一
、
食
器
を
き
れ
い
に
洗
ふ
事 

一
、
食
器
を
炊
事
場
き
て
洗
は
な
い
よ
う
に
御
願
し
ま
す
。 

来
客 

な
し 

当
番 

渡
辺
力
、
長
谷
川
与
一
君
、
小
関
久
夫
、
朝
倉
忠
右
エ
門
、
清
野
清
三
郎 
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四
月1

4

日 

火
曜 

朝5
1

人
、
昼5

1

人
、
晩5

3

人 

私
は
第
三
回
目
の
炊
事
で
す
。
自
治
寮
生
活
に
一
度
き
り
な
い
餅
の
日
に
僕
は
当
番
に
当
つ
た
こ
と

は
此
の
上
も
な
い
喜
び
で
す
。
僕
等
は
餅
の
事
に
つ
い
て
は
何
に
も
し
ら
な
い
の
で
、
一
寸
心
配
な

気
が
し
ま
し
た
。 

茂
木
君
よ
り
種
々
と
御
世
話
様
に
な
り
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。 

〔
以
下
赤
色
で
〕
一
心
同
体
、
『
黍
餅
も
一
つ
一
つ
の
粒
々
を
ね
り
合
て
ぞ
餅
と
こ
そ
あ
れ
』 

今
日
の
餅
は
実
に
美
味
で
し
た
。
残
り
少
な
の
自
治
寮
生
活
に
万
金
の
努
力
を
乞
ふ
。
遅
く
迄
御
苦

労
様
で
し
た
。
〔
こ
こ
ま
で
赤
色
〕 

来
客 

所
長
先
生
、
五
十
嵐
先
生 

当
番 

長
谷
川
與
一
、
鈴
木
米
蔵
、
神
林
武
男 

 

四
月
十
五
日 

水
曜 

朝5
2

人
、
昼5

2

人
、
晩5

2

人 

〔
以
下
は
、
朝
の
欄
の
赤
色
の
加
筆
〕
病
人
が
発
生
し
た
の
で
特
別
に
炊
事
が
忙
し
い
、
実
に
鈴
木

兄
御
苦
労
様
で
し
た
。 

〔
以
下
は
、
昼
の
欄
の
赤
色
の
加
筆
〕「
黍
の
奴
の
祟
り
で
飛
ん
で
も
な
い
目
に
遇
つ
た
。
此
れ
も
物
々

に
就
い
て
の
修
業
と
思
へ
ば
返
つ
て
有
難
い
」
〔
赤
色
こ
こ
ま
で
〕 

所
感 

朝
の
武
道
の
時
間
に
皆
な
山
形
市
南
端
の
八
幡
様
迄
往
復
約
二
里
の
駈
足
で
し
た
。
俺
達
は
分
担
を

守
り
炊
事
で
居
残
つ
た
。
昨
日
の
黍
を
入
れ
た
の
で
飯
が
焼
着
い
て
不
味
か
つ
た
事
を
お
詫
び
し
ま

す
。
第
三
回
目
で
あ
る
が
中
々
能
率
の
あ
が
ら
ぬ
の
に
は
閉
口
し
た
。
労
力
の
分
配
が
悪
い
の
だ
と

知
つ
た
。
農
家
の
経
営
に
於
て
も
然
り
と
思
つ
た
。
昼
の
バ
タ
ー
に
は
五
六
人
だ
が
不
味
い
顔
を
し

て
お
る
人
が
ゐ
る
。
兎
に
角
何
事
で
も
食
ず
嫌
い
で
は
だ
め
で
あ
る
。
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
、
こ
う
云
ふ

モ
ダ
ン
な
料
理
に
不
馴
な
俺
達
は
茂
木
兄
か
ら
色
々
教
は
つ
た
。
感
謝
い
た
し
ま
す
。
柔
道
の
写
真

う
つ
し
や
剣
道
の
試
合
が
あ
つ
た
の
で
替
り
の
諸
兄
に
手
伝
つ
て
戴
い
て
誠
に
御
苦
労
様
で
し
た
。

弥
栄
八
号
か
で
加
藤
先
生
の
整
理
と
云
ふ
こ
と
に
つ
い
て
書
い
て
あ
る
の
を
読
ん
で
感
じ
ま
し
た
。

自
分
の
環
境
を
よ
く
整
理
し
よ
う
。
〔
以
下
赤
色
で
〕
「
誠
心
を
一
本
の
ま
き
に
打
ち
こ
み
て
、
自
己

の
使
命
を
は
た
す
炊
事
当
番
」
〔
以
上
赤
色
〕 

来
客 

な
し 

当
番 

神
林
武
夫
君
、
長
谷
川
與
一
君
（
午
后
病
気
代
リ
ニ
菅
野
栄
吾
郎
君
）
、
鈴
木
米
蔵 
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四
月
十
六
日 

木
曜 

朝4
0

人
、
昼4

0

人
、
晩4

2

人 

所
感 

日
増
に
暖
く
な
り
ま
し
て
、
朝
早
く
炊
事
に
入
つ
て
何
と
な
く
仕
事
に
手
が
つ
く
様
に
な
つ
て
、
何

に
も
何
に
も
前
よ
り
は
ず
つ
と
進
ん
で
、
大
気
の
恵
と
共
に
我
々
の
仕
事
も
是
れ
に
従
つ
て
追
進
が

出
来
た
様
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
僕
は
し
べ
て
に
気
を
付
け
て
尚
一
層
努
力
し
て
追
進
に
追
進
を
重

ね
る
覚
悟
で
有
ま
す
。
皆
な
に
は
非
常
に
気
の
毒
に
思
ひ
益
々
仕
事
に
励
ん
で
漸
く
出
か
し
て
笑
顔

で
有
難
く
食
を
戴
き
ま
し
た
。 

◎
歌 

不
馴
れ
な
る
炊
事
の
業
の
二
回
目
に
つ
と
め
果
せ
る
今
日
の
嬉
し
き 

生
徒

モ
ロ
ト
モ

の
生
命
を
己
が
ひ
き
う
け
て
果
た
せ
る
今
日
の
楽
し
か
り
け
り 

来
客 

な
し 

当
番 

神
林
武
男
、
鈴
木
米
蔵
君
、
佐
藤
省
吾
君 

 

四
月
十
七
日 

金
曜 

朝5
0

人
、
昼5

0

人
、
晩5

0

人 

所
感 

自
治
寮
生
諸
兄
の
命
を
続
け
る
と
云
ふ
重
大
な
る
任
務
の
炊
事
当
番
も
、
是
で
三
回
目
だ
。
飯
を
炊

く
事
だ
け
は
余
程
自
信
が
あ
る
様
な
気
が
す
る
今
、
最
初
メ
ツ
コ
飯
で
な
い
か
と
心
配
し
た
時
か
ら
、

今
迄
を
考
へ
現
在
を
考
へ
る
と
、
実
に
先
生
助
手
始
め
諸
兄
の
御
心
切
を
感
謝
す
る
。
又
今
日
は
山

形
農
事
試
験
場
見
学
の
為
残
つ
て
炊
事
を
し
て
下
さ
れ
た
人
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

来
客 

高
橋
猪
一
先
生 

当
番 

伊
藤
安
男
君
、
佐
藤
省
吾
、
大
沼
三
郎
君 

 

四
月
拾
八
日 

土
曜 

朝4
3

人
、
昼4

2

人
、
晩3

2

人 

所
感 

今
日
は
面
白
く
炊
事
に
取
着
き
ま
す
た
。
朝
の
飯
は
釜
に
焼
着
き
ま
す
て
、
中
々
な
ん
ぎ
を
し
て
と

り
ま
し
〔
以
下
所
々
「
す
」
を
赤
色
で
「
し
」
と
訂
正
し
て
あ
る
〕
た
。
午
後
よ
り
専
売
局
に
見
学

に
行
ま
し
て
帰
校
し
ま
し
た
所
、
省
吾
君
は
後
に
な
り
ま
し
て
、
見
兼
た
と
云
う
て
、
炊
事
し
な
が

ら
俺
等
を
待
つ
て
居
た
。
炊
事
も
よ
程
は
か
ど
つ
て
居
ま
し
た
。
後
俺
等
二
人
は
視
察
の
気
分
で
女

工
で
さ
え
あ
ん
な
に
真
面
目
に
や
つ
て
居
る
も
の
。
俺
だ
つ
て
面
白
く
真
面
目
に
や
ら
う
と
思
ひ
な

が
ら
や
り
ま
し
た
。
天
ん
ぷ
ら
の
為
に
お
く
れ
ま
し
て
皆
様
に
済
ま
せ
ん
で
し
た
。 

当
番
で
も
余
り
味
見
な
い
様
に
い
た
し
ま
し
や
う
。 
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来
客 

高
橋
猪
一
先
生
二
食 

当
番 
佐
藤
省
吾
君
、
伊
藤
安
男
君
、
大
沼
三
郎 

 

四
月
十
九
日 

日
曜 

朝4
5

人
、
昼4

0

人
、
晩4

8

人 

所
感 

生
命
を
続
け
る
大
な
る
任
務
も
こ
れ
で
三
回
で
あ
り
ま
す
。
御
飯
の
炊
き
様
も
余
程
馴
れ
て
面
白
く

な
り
ま
し
た
。
而
し
こ
れ
で
満
足
は
し
て
居
り
ま
せ
ん
。
未
だ
未
だ
不
得
手
の
点
が
多
い
の
で
あ
り

ま
す
。
而
る
に
此
々
に
大
過
な
く
三
日
間
の
炊
事
の
終
る
事
の
出
来
ま
し
た
の
は
、
炊
事
諸
君
の
御

蔭
で
あ
り
ま
す
。
自
治
寮
生
活
も
三
日
ば
か
り
し
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
実
に
名
残
惜
し
い
の
で
あ

り
ま
す
。
而
し
な
が
ら
身
体
は
別
れ
て
も
心
は
別
れ
ま
せ
ん
。
永
久
に
御
鞭
撻
を
願
ひ
た
い
。 

来
客 

な
し 

当
番 

伊
藤
安
男
、
大
沼
三
郎
、
佐
藤
哲
夫 

 

４
月2

0

日 

月
曜 

〔
朝
昼
晩
、
人
数
が
未
記
入
、
所
感
も
記
入
な
し
、
来
客
と
当
番
は
赤
色
で
記

入
〕 

来
客 

な
し 

当
番 

佐
藤
哲
夫
、
押
野
登
、
遣
水
伊
右
エ
門 

 

四
月
廿
一
日 

火
曜 

朝4
7

人
、
昼4

7

人
、
晩4

8

人 

所
感 

第
三
回
目
の
当
番
で
あ
る
の
で
前
回
よ
り
は
余
程
馴
れ
て
る
心
算
で
や
つ
た
が
、
総
べ
て
の
点
に
つ

い
て
ま
だ
ま
だ
努
力
と
向
上
と
に
務
め
や
う
と
覚
悟
し
て
居
り
ま
す
。
こ
と
に
菜
、
葱
、
馬
鈴
薯
を

切
る
に
し
て
も
皆
な
修
養
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
追
進
し
、
農
場
に
登
つ
て
一
層
真
剣
に
働
き
た

い
と
思
つ
て
居
り
ま
す
。 

〔
以
下
赤
色
で
〕
其
の
信
念
を
一
歩
一
歩
実
現
に
努
力
苦
闘
す
べ
し
。
〔
以
上
赤
色
〕 

所
感 

食
器
の
洗
ひ
方
に
注
意
す
る
こ
と
。
み
だ
り
に
炊
事
場
に
入
る
こ
と
を
や
め
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。 

来
客 

な
し 

当
番 

佐
藤
哲
夫
、
押
野
登
、
遣
水
伊
右
エ
門 
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四
月
二
十
二
日 

水
曜 

朝
四
七
人
、
昼
四
八
人
、
晩
〔
未
記
入
〕 

所
感 

炊
事
当
番
第
三
回
目
で
あ
る
が
真
剣
味
の
な
い
私
は
未
だ
不
得
手
で
あ
る
。
以
て
皆
さ
ん
に
満
足
を

与
へ
る
事
が
出
来
な
か
つ
た
事
を
遺
憾
と
存
じ
ま
す
。 

〔
以
下
赤
色
で
〕
桜
の
花
も
今
や
爛
漫
と
咲
か
ん
と
す
る
時
節
、
気
温
の
関
係
が
実
に
何
ん
と
も
云

へ
ぬ
植
物
の
大
恩
感
謝
が
一
段
と
有
難
い
。
為
め
に
今
晩
の
御
飯
油
揚
飯
だ
か
ら
か
知
ら
ぬ
が
皆
な

舌
鼓
を
打
ち
つ
ゝ
物
も
語
ら
ず
お
腹
中
に
つ
め
こ
ん
で
居
る
。
実
に
炊
事
当
番
も
愉
快
だ
つ
た
で
せ

う
。
〔
以
上
赤
色
〕 

来
客 

ナ
シ 

当
番 

押
野
登
、
遣
水
伊
右
エ
門
、
佐
藤
武
男 

 

四
月
二
十
三
日 

木
曜 

朝
四
十
七
人
、
昼
四
十
七
人
、
晩
五
十
一
人 

所
感 

ナ
シ 

〔
以
下
赤
色
で
〕
今
日
は
沢
山
な
る
所
感
が
有
る
と
思
ふ
に
書
か
ん
と
は
誠
に
真
面
目
を
欠
い
て
る
。

晩
は
諸
先
生
を
招
待
し
て
自
治
寮
生
活
最
後
の
御
馳
走
を
諸
先
生
に
！ 

餅
を
搗
い
て
本
当
に
今
日
の
餅
は
一
種
独
特
の
佳
味
を
感
じ
た
様
に
思
ふ
。
炊
事
当
番
は
遅
く
迄
御

苦
労
様
で
し
た
。
事
に
特
別
に
応
援
の
伊
藤
安
男
君
等
に
は
厚
く
御
礼
申
上
げ
る
。
一
同
ニ
コ
ニ
コ

で
舌
鼓
打
ち
。
〔
以
上
赤
色
〕 

来
客 

佐
藤
先
生
、
安
斉
先
生
、
駒
谷
先
生
、
五
十
嵐
先
生 

当
番 

石
山
正
三
、
布
施
椎
三
郎
、
佐
藤
武
夫 

 

四
月
二
十
四
日 

金
曜 

朝
四
十
七
人
、
昼
〔
無
記
入
〕
、
晩
四
十
七
人 

所
感 

私
も
今
度
で
炊
事
当
番
も
三
回
目
で
自
治
寮
生
活
に
当
番
が
終
り
ま
し
た
。
こ
の
度
び
こ
そ
は
是
非

完
全
に
は
た
す
考
へ
で
取
り
か
ゝ
り
ま
し
た
が
、
今
晩
の
御
飯
は
盲

メ
ツ
コ

飯
の
様
な
お
飯
を
た
き
ま
し
て

御
許
し
下
さ
い
。
所
感
に
よ
つ
て
御
わ
び
致
し
ま
す
。 

〔
以
下
赤
色
で
〕
精
神
一
到
何
事
か
な
ら
ざ
ら
ん
の
覚
悟
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
自
治
寮
生
活
も
終
り

に
近
い
の
で
皆
な
気
分
が
ゆ
る
ん
で
来
た
。
此
の
日
誌
を
見
て
も
充
分
窺
は
れ
る
。
人
生
の
勝
利
正

に
最
后
の
五
分
有
る
の
に
、
十
分
此
の
意
を
体
し
て
終
り
を
完
全
に
果
す
様
願
ふ
。
〔
以
上
赤
色
〕 
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来
客 

ナ
シ 

当
番 
布
施
椎
三
郎
、
佐
藤
武
夫
、
石
山
正
三 

 

四
月2

5

日 

土
曜 
朝4

9

人
、
昼4

8

人
、
晩4

7

人 

所
感 

自
治
寮
生
活
廿
五
日
に
て
終
り
、
廿
六
日
は
秋
田
、
石
川
翁
、
並
ニ
森
川
翁
訪
問
短
期
旅
行
と
す
。

庄
内
を
廻
り
廿
九
日
天
長
節
の
佳
日
帰
所
せ
る
な
り
。
所
長
高
橋
先
生
以
下
廿
一
名
な
り
。 

来
客 

ナ
シ 

当
番 

布
施
椎
三
郎
、
石
山
正
三
、
菅
原
光
胤 


